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1 まえがき

ServerView Suite にはサーバ管理ソフトウェアの ServerView Operations 
Manager（以下、Operations Manager と呼びます）があり、業界標準のサー
バ類を集中管理することができます。

Operations Manager によって、監視対象のサーバに関するデータにイントラ
ネットやインターネットを経由してアクセスすることができ、標準的な Web
ブラウザのある PC から監視対象サーバの全データを見ることができます。

Operations Manager は、ハードディスク、換気ファン、電源や温度などの
サーバの重要な機能を監視します。これらのパラメータの規定値を越えたり
エラーが発生した場合は、必要に応じてメッセージを出力し、是正措置を行
います。

大規模なネットワークのオペレータにとって、Operations Manager による
サーバ管理には以下のようなメリットがあります。

– 高信頼サーバによる生産性の向上

– データプロセッシング設備の自動モニタリングによるコスト削減

– Operations Manager としての柔軟なシステムの拡張に対応

– シンプルなエラー解析によるダウンタイムの短縮

– エラー発生時の反応時間の短縮

– ネットワークコンポーネントやリソースの有効活用による総運用コスト
（総所有コスト）の削減

– 分かりやすいデータ表示、高機能なユーザインターフェース、支援的ヘル
プシステム
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1  まえがき

ServerView のコンセプトの重要な側面は、ハードウェア機能と Operations 
Manager との相互作用です。システムボードに組み込まれた予防保守機能

（PDA: Prefailure Detection and Analysis）、Operations Manager の ASR&R
（Automatic Server Reconfiguration and Restart）機能によって、個々のシステ
ムコンポーネントの動作に関連するデータ交換ができます。例えば、エラー
が発生した場合は、障害のあるハードウェアモジュールを停止することで
サーバは運用状態に戻ります。

サーバの監視において、2 つのパートから構成されています。Operations 
Manager は管理用サーバにインストールされ、もう一方の ServerView エー
ジェントは、Operations Manager と情報を交換する監視対象サーバ上で使用
します。

この情報の交換には、マネージャ（管理用サーバ）とエージェントに共通の
情報ベースが提供されている必要があります。この共通の情報ベースは、
Management Information Base（MIB）と呼ばれます。MIB は管理されるエレ
メントを抽象的なフォームで記述するデータモデルです。

ネットワーク内の各エージェントは MIB を提供し、ネットワーク内のエー
ジェントが提供するすべての MIB 記述ファイルはこのマネージャシステム上
で使用可能です。これにより、マネージャとエージェント間で交換される情
報が正しく解釈されます。

ServerView は、ネットワークマネジメントプロトコルである SNMP（Simple 
Network Management Protocol）に基づいた異機種ネットワーク内で作動しま
す。ServerView は、標準的なインターフェースを採用しているため、簡単に
他の管理システム（HP OpenView NNM や Microsoft SMS など）と接続する
ことができます。さらに、ServerView によって、サーバを Tivoli TME10 のよ
うな全社的なネットワーク管理システムにシームレスに統合することができ
ます。

1.1 対象者および目的

本マニュアルは、ハードウェアおよびソフトウェアについての基本的な知識
をもつシステム管理者、ネットワーク管理者、およびサービス技術者を対象
としています。本マニュアルには、OS ごとの Operations Manager の使用に
関する要件や、ServerView Operations Manager、ServerView アップデート
マネージャ、および ServerView イベントマネージャのインストールについて
記載されています。
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1.2  技術的要件

1.2 技術的要件

I SuSE Linux はサポートされていません。

I 技術的要件の最終段階での変更や修正は、ServerView Suite DVD 1 に
収録されている Readme ファイルに記載されています。 このファイル
を参照するには、次の 2 つの方法があります。

– DVD 1 で、次のディレクトリに切り替えます。SVSSoftware -  
Software -  ServerView -  Windows - ServerView_S2

– DVD 1 を起動し、 「ようこそ」ダイアログで次の順に選択します。
ServerView Software Products - [ 実行 ]; 左側のツリーより 
ServerView - ServerView Operations Manager

1.2.1 管理コンソール

– http にアクセスできる標準的な PC/LAN

– Internet Explorer V7/V8 がインストールされている Microsoft Windows

– Mozilla Firefox 3.5/3.6 がインストールされている RedHat Linux

– Mozilla Firefox 3.5/3.6 がインストールされている SuSE Linux

– Java Runtime Environment V1.6.0_18 ( ただし、最新版を使用することを
推奨 )

I RHEL(Intel64) では、同システム上のブラウザでの監視は未サポートで
す。



12   Installation under Linux

1  まえがき

1.2.2 中央管理用サーバ（CMS）

ハードウェア ( 推奨値 )

– PRIMERGY サーバ

– プロセッサのコア数：2 以上

– メモリ：4GB 以上

– 空きディスク容量：100 GB 以上

– ディスプレイ：1280x1024

– LAN：100MBit-LAN

ソフトウェア

● Windows

– Microsoft Windows® ServerTM 2003 の全エディション

– Microsoft Windows® ServerTM 2003 R2 の全エディション

– Microsoft Windows® ServerTM 2008 の全エディション

– Microsoft Windows® ServerTM 2008 R2 の全エディション

● Linux

– Novell SLES 10 （未サポート）

– Novell SLES 11 （未サポート）

– Red Hat RHEL 5

データベース

● Windows

– Windows 下でローカル :

ServerView パッケージに付属 :

– Windows 2003 の場合 : MSDE SP4

– Windows 2008 の場合 : SQL 2005 Express SP3
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1.2  技術的要件

その他のサポート対象 :

– SQL Server 2000 Standard、Workgroup、Enterprise（それぞれ 
SP4）

– SQL Server 2005 Standard、Workgroup、Enterprise

– SQL Server 2008 Standard、Workgroup、Enterprise

– Windows 下でリモート :

– SQL Server 2005 Standard、Workgroup、Enterprise

– SQL Server 2008 Standard、Workgroup、Enterprise

● Linux（ローカルとリモート）

– PostgreSQL 8.4.3（ServerView パッケージに付属）

Java Runtime Environment

– JRE V1.6.0_18( ただし、最新版を使用することを推奨 )
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1.2.3 ServerView エージェント

以下の OS で使用可能な ServerView エージェントがインストールされている
こと

– Windows Server 2003

– Windows Server 2003 x64

– Windows Server 2008

– Windows Server 2008 x64

– Windows Server 2008 R2

– SuSE Linux SLES 10 および 11

– Red Hat Enterprise Linux 5

– V5.0 の Citrix XenServer

– V4 および V4.1 の VMware ESX Server

I バージョン 4.0 の VMware ESXi Server を監視できます。詳細は、
『VMware ESXi - Monitoring ESXi Systems with ServerView Suite』マ
ニュアルを参照してください。 
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1.3  ServerView データベース

1.3 ServerView データベース

Operations Manager では、SQL データベースが使用されます。  Operations 
Manager ソフトウェアには、このデータベースが必要です。  PostgreSQL は、
データベース管理システムとして使用されます。

I Operations Manager バージョン 4.80 では、ServerView データベース
をリモートデータベースサーバに別個にインストールできます。  詳細
は、73 ページの「リモートデータベースサーバの ServerView データ
ベース」の項を参照してください。 

このインストールソフトウェアには、PostgreSQL データベース管理システ
ムが同梱されています。 

Operations Manager ソフトウェアをインストールすると、PostgreSQL が自
動的にインストールされます。  すでにインストールされている PostgreSQL 
データベース管理システムの動作が、これによって影響を受けることはあり
ません。  PostgreSQL の管理には、pgAdmin3 （Windows 専用）を使用できま
す。このソフトウェアは、http://www.pgadmin.org からダウンロードできま
す。  バージョン 1.8.x を使用してください。

Linux 環境における ServerView データベースの詳細は、「4 ServerView デー
タベース」の章（67 ページ）の章を参照してください。
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1.4 OS に依存したパッケージ

インストールした OS によっては、ServerView の各種コンポーネント
（Operations Manager、ServerView エージェント、ServerView RAID 
Manager）用の追加パッケージをインストールする必要があります。 

SuSE SLES 10/SLES 11 と RHEL 5/RHEL 4 で必要な追加パッケージを以下に
示します。

OS をアップデートした場合は、パッケージのバージョンが変更されている
場合があります。

I ServerView エージェントに必要な追加パッケージについては、
『Installation ServerView Agents for Linux』ユーザガイドに記載されて
います。 

SLES 10 および SLES 11

SuSE SLES 10/SLES 11 の場合、必要な rpm パッケージを追加インストール
するには、「Software」→「Install or delete software」から「YaST」を選択し
て実施します。YaST は、依存関係の修正とインストールソースの選択もで
きます。

SLES 10/SLES 11 64 ビットのデフォルトインストール

– Operations Manager の場合

unixODBC
unixODBC-32bit
apache2-prefork
jre
curl-32bit
libcurl4-32bit

– ServerView エージェントの場合

kernel source
gcc

– ServerView RAID Manager の場合

jre
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1.4  OS に依存したパッケージ

SLES 10/SLES 11 32 ビットのデフォルトインストール

– Operations Manager の場合

unixODBC
apache2-prefork
jre
curl
libcurl4

– ServerView エージェントの場合

kernel source
gcc

– ServerView RAID Manager の場合

jre

RHEL5(x86)/RHEL5(Intel64)/RHEL-AS4(x86)/RHEL-ES4(x86)/RHEL-
AS4(EM64T)/RHEL-ES4(EM64T) 

必要な rpm パッケージを後でインストールする場合は、手動で行ってくださ
い。依存関係もすべて手動で解消してください。

インストールは、DVD イメージから、rpm コマンドを使用して行います。

– Operations Manager の場合

net-snmp-utils
net-snmp
compat-libstdc++-296（i386）
compat-libstdc++-33（i386）
unixODBC（64bit システムの場合 i686,x86_64 の 2 種類）
postgresql-libs
apr（64bit システムの場合のみ）
apr-util（64bit システムの場合のみ）
httpd
gnome-libs（RH4 のみ）
rpm
gawk
openssl（64bit システムの場合 i686,x86_64 の 2 種類）
mod_ssl
at
e2fsprogs(32bit)
openssl(32bit)
glibc(32bit)
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krb5-libs(32bit)
keyutils-libs(32bit)
libtermcap(32bit)
zlib(32bit)（RHEL5(Intel64)/RHEL-AS4(EM64T)/RHEL-ES4(EM64T) を最
小インストールした場合）
libgcc(32bit)（RHEL5(Intel64)/RHEL-AS4(EM64T)/RHEL-ES4(EM64T) を
最小インストールした場合）
jre
curl-<version>.i386

– ServerView エージェントの場合

compat-libstdc++（64bit システムの場合 i386,x86_64 の 2 種類）
net-snmp
net-snmp-utils
lm_sensors
gcc
glibc
glibc-devel
binutils
libstdc++
make
gawk
openssl
rpm
kernel-devel、または kernael-***-devel
at
redhat-lsb
libgomp
glibc-headers
curl

– ServerView RAID Manager の場合

compat-libstdc++-33
jre
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1.5  旧版からの変更点

1.5 旧版からの変更点

本版のマニュアルは ServerView Operations Manager V5.0（Linux 環境でのイ
ンストール）に適用されるもので、オンラインマニュアル 『ServerView 
Operations Manager 4.92 - Installation under Linux』（2010 年 3 月版）の更新
版です。

このマニュアルでは、以下の変更と拡張について主に説明します。

– このバージョンでは、Apache Web サーバはサポートされていません。 使
用される Ｗeb サーバは JBoss で、Operations Manager ソフトウェアをイ
ンストールすると、自動的にインストールできます。

– OS に依存したパッケージがアップデートされました。 ServerView エー
ジェントに必要なパッケージの説明がこのガイドから削除され、現在は
『Installation ServerView Agents for Linux』ユーザガイドに記載されていま
す。

– AlarmService パッケージは、ServerViewEventManager に名称変更されま
した。

– SMAWPpgsq_SV パッケージは、ServerViewPostgresql に名称変更されま
した。

– /opt/SMAWPlus パスは、使用されなくなりました。 該当のファイルは、
/opt/fujitsu/ServerView Suite/Postgresql パス配下に格納されます。

– SMAWPlus は、sv_postgresql に名称変更されました。

– sv_httpd は、sv_jboss に名称変更されました。

– Runlevel Editor は、System Service（Runlevel）に名称変更されました。

– パッケージマネージャ（SuSE の）YaST または YUM を使用した 
Operations Manager ソフトウェアのリモートインストールはサポートさ
れなくなりました。 

– このソフトウェアのインストール時に、JBoss Web サーバ用の 
ServerViewJBoss パッケージと ServerViewJBossCommon パッケージも
インストールされます。

– 管理用サーバの要件が更新されました。

– Operations Manager の言語設定 : スクリプトベースのインストールではオ
プション -l / --lang、設定ファイルではメッセージまたは 
COM_APPL_LANG 変数を使用。

– YUM を使用するインストールが更新されました。
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– データベースのバックアップの圧縮方法が bzip2 から gzip に変更されまし
た。

– トラブルシューティングの記述が更新されました。

1.6 ServerView Suite のマニュアル

ServerView Suite のマニュアルは、各サーバシステムに付属の ServerView 
Suite DVD 2 に収録されています。 

マニュアルはインターネットからも無料でダウンロードできます。  インター
ネットのオンラインドキュメントは、 http://manuals.ts.fujitsu.com の Industry 
standard servers リンクをクリックすると入手できます。

http://manuals.ts.fujitsu.com
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1.7  本書の表記

1.7 本書の表記

本マニュアルでは次の表記が使用されます。

マニュアル内の本文や項を参照する場合は、章や項の見出しを参照先として
示し、その章や項が始まるページを記載しています。

画面出力

画面出力は、使用するシステムによってある程度異なります。そのため、お
使いのシステムで表示される出力は、本マニュアルの記載と若干異なる可能
性があります。 また、利用できるメニュー項目もシステムによって異なる場
合があります。

V 注意 この記号は、人的傷害、データ消失、機材破損の危険
性を示しています。

I この記号は、重要な情報やヒントを強調しています。

Ê この記号は、操作を続行するために行わなければなら
ない手順を示しています。

斜体 コマンド、ファイル名、およびパス名は 斜体 で表記
されています。

固定フォント システム出力は、固定フォントで表記されています。

太字の固定フォント キーボードから入力する必要のあるコマンドは、太字
の固定フォントで表記されています。

<abc> 山カッコは実数値に置き換えられる変数を囲っていま
す。

[Key symbols] キーは、キーボード上の該当するキーを表していま
す。また大文字を入力する必要がある場合は、シフト
キーも表示されています。
例 : 大文字 A の場合、[SHIFT] - [A] 

2 つのキーを同時に押す必要がある場合は、それぞれ
のキー記号の間にハイフンが表示されています。

表 1: 本書の表記
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2 サーバ管理

2.1 アーキテクチャ 

図 1: アーキテクチャの概要

管理コンソール

監視対象サーバの全データは、標準的な PC からイントラネットまたはイン
ターネットアクセスおよび Web ブラウザ（Web ベースのコンソール）を使
用して見ることができます。

管理用サーバ (CMS)

ServerView Operations Manager は管理用サーバ にインストールされていま
す。

管理ノード

監視対象サーバに ServerView エージェントはインストールされており、その
情報は管理用サーバに提供されます。ServerView RAID Manager は監視対象
サーバにオプションでインストールすることができます。
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2.2 管理用サーバへのインストール

Operations Manager（ServerView アップデートマネージャなど）を管理
用サーバ にインストールすることができます。これにより、PC またはノー
ト型パソコンで標準的な Web ブラウザを使用してサーバを監視できま す。
さらに、管理用サーバまたは別のサーバに、イベントマネージャ（イベント
管理）をインストールすることもできます。

Operations Manager は、Windows、SuSE Linux（未サポート）、Red Hat 
Linux の各 OS にインストールすることができます。

Operations Manager は ServerView Suite DVD 1 に格納されています。

– Linux 環境におけるインストールは、スクリプトベースまたは YaST/YUM
で行われます。このインストールにより、Operations Manager、アップ
デートマネージャ、イベントマネージャがインストールされます。

インストール方法については、 「3 管理用サーバ へのインストール」の章
（27 ページ）を参照してください。

– Installation Wizard は、Windows 環境でインストールする場合に使用でき
ます。インストールは Operations Manager、アップデートマネージャ、
イベントマネージャを対象としています。また、このウィザードにより、
Operations Manager を他のサーバに個別にインストールすることも可能
です。

インストールは、Windows コマンドラインモードでも実施できます。

インストール方法については、「ServerView Operations Manager 
Installation Guide for Windows（ServerView Operations Manager インス
トールガイド Windows 用）」を参照してください。
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2.3  監視対象サーバでのインストール

2.3 監視対象サーバでのインストール

監視対象サーバには、ServerView エージェントをインストールする必要が
あります。これらは OS ごとに異なるプログラムで、管理用サーバに情報を
提供します。

OS 固有のエージェントについては、ServerView Agent Installation Guides for 
Windows または for Linux をご覧ください。

追加インストール

– ServerView RAID Manager 

ServerView RAID Manager を使用すると、ハードディスクを管理できま
す。

ServerView RAID Manager がインストールされていない場合、RAID ドラ
イブおよびそれらのステータスに関する情報は使用できません。

インストールについては、ServerView RAID Manager のマニュアルを参照
してください。
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3 管理用サーバ へのインストール

本章では、Linux 環境において Operations Manager を管理用サーバ にインス
トールする方法について説明します。Operations Manager をインストールす
ると、Operations Manager とイベントマネージャがインストールされます。

必要なソフトウェアは ServerView Suite DVD 1 に格納されています。

3.1 ServerView Operations Manager のコンポー
ネント

ServerView Operations Manager

ServerView Operations Manager をインストールすると以下の ServerView コ
ンポーネントも同時にインストールされます。

ServerView Configuration Manager
ServerView Configuration Manager によって、システムに応じた構成ファ
イルを監視対象サーバに作成できます。

ServerView アーカイブマネージャ 
アーカイブマネージャによって、システムおよび運用データを記録し、
保存することができます。その後データを確認したり評価することが
できます。

ServerView インベントリマネージャ
インベントリマネージャによって、1 つ以上の監視対象サーバのデー
タを取得して画面に表示します。Operations Manager からデータをエク
スポートし、様々なフォーマット（CSV、ODBC など）で保存するこ
とができます。 

ServerView パフォーマンスマネージャ
パフォーマンスマネージャによって、特定のサーバのコンポーネント
のパフォーマンスを監視することができます。パフォーマンスマネー
ジャはルールに従って実施されます。作成されたルールはどのサーバ
に対しても実行することができます。 
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ServerView スレッシュホールドマネージャ
スレッシュホールドマネージャによって、1 つ以上の監視対象サー
バとそのサーバ上で稼動するあらゆる仮想マシンを、しきい値に基づ
いて管理用サーバ から監視することができます。 

ServerView リモートマネージメント
ServerView リモートマネージメントは、Web ベースのワーク環境を提
供してサーバのリモート管理を可能にします。

ServerView アップデートマネージャ

ServerView アップデートマネージャ をインストールすると、以下の
ServerView Operations Manager コンポーネントもインストールされます。

アップデートマネージャ
アップデートマネージャ によって、管理用サーバを介し、すべてのド
メインに対してソフトウェアをインストールおよびアップデートする
ことができます。

リポジトリマネージャ
リポジトリマネージャ によって、アップデートされたリポジトリを管
理することができます。 

ダウンロードマネージャ
ダウンロードマネージャは、ご使用のサーバ用のファームウェア、
BIOS、ドライバ、および ServerView エージェントの最新のものを適宜
入手することができます。

設定
設定メニューによって、アップデートマネージャ のためのグローバル
なパラメタを設定することができます。

ServerView イベントマネージャ

イベントマネージャをインストールすると、以下の ServerView Operations 
Manager コンポーネントもインストールされます。

アラームモニタ
アラームモニタは、選択されたサーバおよびサーバグループへの入力
アラームをすべて Operations Manager のメインウィンドウに表示しま
す。

アラーム設定
アラーム設定コンポーネントによって、アラームの取り扱いを設定で
きます。アラームのルール、フィルタのルール、一般的なルールを設
定できます。 
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3.2  JBoss Web サーバ 

3.2 JBoss Web サーバ 
I ServerView Operations Manager バージョン 5.0 では、Apache Web 

サーバはサポートされません。

ServerView Operations Manager バージョン 5.0 で使用される Web サーバは 
JBoss です。

JBoss に必要なファイルは、ServerView Operations Manager のインストール
時に自動的にインストールされます。 JBoss は、スタンドアロンサービス 
ServerView JBoss Application Server 5.1 として設定されます。

サービスを開始または停止できます。 次のコマンドを使用します。

/etc/init.d sv_jboss start|stop

3.2.1 呼び出しと使用ポート

Operations Manager のエントリアドレスは、https で始まります。

ポート番号 使用対象

3170 https（ファイアウォールのポートのロックを解除する
必要があります）

3172 Remote Connector Service（Server Configuration 
Manager、Power Monitor など）

3173 ServerView RAID Manager
1072, 1111, 1149, 
1287, 1301, 1302, 
1325, 1336, 1338, 
1374, 1380, 1383, 
1385, 1399, 1400, 
1401, 1404, 1441, 
1442, 1443, 1445, 
1446, 1447

JBoss（内部ソケット接続にのみ使用）

444 OpenDS コントロールポート 
1474 OpenDS がディレクトリサービスとして設定されてい

る場合は LDAPS （ファイアウォールのポートのロック
を解除する必要があります）



30   Installation under Linux

3  管理用サーバ へのインストール

セキュリティについての詳細は、ホワイトペーパー『Secure PRIMERGY 
Server Management』に記載されています。

3.2.2 ロールベースのユーザ管理

JBoss では、ロールベースのユーザ管理も可能です。  デフォルトでは、3 つの
ユーザロール  : administrator、operator、monitor を使用できます。

詳細は、『ServerView でのユーザ管理  - 中央認証および役割ベースの権限』
マニュアルを参照してください。

3.2.3 認証の管理

Web ブラウザは、JBoss Web サーバとの通信に常に HTTPS 接続（つまり、
セキュア SSL 接続）を使用します。  そのため、JBoss Web サーバは、Web 
ブラウザで自身を認証するための証明書（X.509 証明書）を必要とします。 
X.509 証明書には、JBoss Web サーバ自体と、JBoss Web サーバの公開鍵の
識別に必要な情報がすべて含まれています。

証明書の管理についての詳細は、『ServerView でのユーザ管理』マニュアル
を参照してください。
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3.3  Web ブラウザ

3.3 Web ブラウザ

データを表示するには Web ブラウザが必要です。そのため、Web ブラウザ
を持つ他のコンピュータに LAN 経由でデータを送信すれば、どのコンピュー
タでも表示させることができます。HTML V3.2 と Javascript V1.1 をサポート
しているものであればどのブラウザも使用可能です。

Web サーバへのアクセスに問題がある場合は、ブラウザで以下のいずれかの
設定を行ってください。

– ブラウザにおけるプロキシの使用のアクセスオプションを完全に無効にす
る。

– Web サーバが稼動するホストに対してプロキシが使用されないように IP
アドレスを適切な位置に入力して指定します。

3.4 システムの変更

ServerView Operations Manager は、ユーザ「svuser」、およびグループ
「svgroup」を作成します。 すべての処理のほとんどは、この ID で始まってい
ます。

PostgreSQL サーバにはユーザ「postgpls」が作成されます。
定期的なデータサーバの動作により、cron ジョブが作成されます。
データベースサーバへの ODBC アクセスにより、ODBC マネージャの構成
ファイルが追加されます。

3.5 snmptrapd.conf ファイルの編集
（RHEL5(x86)/RHEL5(Intel64) の場合のみ）

1. 次のコマンドを入力し、/etc/snmp/ に snmptrapd.conf ファイルを作成しま
す。

# vi /etc/snmp/snmptrapd.conf

2. 上記ファイルに次の定義を追加します。

disableAuthorization yes

3. システムを再起動します。
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3.6 必要条件

管理用サーバ

● JBoss Web サーバ

JBoss Web サーバは、ServerView Operations Manager ソフトウェアをイ
ンストールすると、インストールされます。 Operations Manager を起動す
ると、該当サービスが自動的に開始されます。 

Operations Manager をインストールすると、ServerViewBase パッケージ
によって別個の Web サーバインターフェースが作成、設定、起動されま
す。

● ネットワーク構成

hostname コマンドと hostname -f コマンドには、有効な名前を付ける必要
があります。ネットワーク構成は、さまざまな方法で設定することができ
ます。/etc/hosts にサーバとそのドメイン名を入力した場合、多くの構成
に対してこの条件が満たされます。

例

111.22.33.44 myserver.mydomain

/etc/hosts には、ローカルホストと IP アドレス「127.0.0.1」を入力し、
ServerView がデータベースサーバにアクセスできるようにする必要があ
ります。

ServerView Operation Manager V5.00 では、管理用サーバの 完全修飾ホス
ト名が、Operation Manager が正常に動作するための決め手となります。   
通常、完全修飾ホスト名は、ホストの名前にドメイン名をプラスしたもの
です。 

完全修飾ホスト名を使用して、以下から中央管理用サーバへのアクセスを
許可するネットワーク設定を使用する必要があります。

– 中央管理用サーバ自体

– 監視している任意のサーバ

– ディレクトリサービスが管理対象ノードで動作している（SV の 
OpenDS が使用されていない場合） サーバ

– MMB、iRMC などの HW 管理ボード
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3.6  必要条件

● unixODBC Manager 

提供されたデータベース管理システム PostgreSQL と Operations 
Manager をインストールする前に、unixODBC Manager をインストール
する必要があります。

Ê 以下のコマンドで、unixODBC Manager がインストールされているか
どうか確認します。

rpm -q unixODBC

RHEL 64 ビットのアーキテクチャでは、以下のコマンドを使用しま
す。

rpm -q --queryformat '%{Name}-%{VERSION}.%{ARCH}¥n' 
unixODBC

ODBC Manager 用パッケージは、ディストリビューションのオンライ
ンアップグレードサポート、あるいは Red Hat Linux の CD-ROM から
からご利用いただけます。

Ê 以下のパッケージをインストールします。

– X86 アーキテクチャの 32 ビット OS

SuSE SLES
unixODBC-<rpm-version>.i586.rpm

Red Hat RHEL
unixODBC-<rpm-version>.RHEL<os-version>.i386.rpm 

– Intel 64 アーキテクチャの 64 ビット OS

ServerView Suite は、32 ビットのアプリケーションです。64 ビッ
トのシステムには、追加の必要条件が適用されます。

SuSE SLES
unixODBC-<rpm-version>.x86_64.rpm

unixODBC-32bit-<rpm-version>.x86_64.rpm

Red Hat RHEL
unixODBC-<rpm-version>-REDHAT<os-version>.x86_64.rpm 

unixODBC-<rpm-version>-REDHAT<os-version>.i386.rpm 
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● SuSE の場合：compat パッケージ

このパッケージをインストールする必要があります。このパッケージに
は、互換性のある標準 C++ ライブラリが含まれています。ディストリ
ビューションのオンラインアップグレードサポートからご利用いただけま
す。

以下のコマンドでインストールされているかどうか確認できます。

rpm -q <package_name>

● libstdc++/compat-libstdc++ パッケージ

このパッケージをインストールする必要があります。このパッケージに
は、互換性のある標準 C++ ライブラリが含まれています。ディストリ
ビューションのオンラインアップグレードサポート、あるいは Red Hat 
Linux の CD-ROM からご利用いただけます。

以下のコマンドでインストールされているかどうか確認できます。

rpm -q <package_name>

Red Hat 64 ビットのアーキテクチャでは、以下のコマンドを使用します。

rpm -qa --queryformat '%{Name}-%{VERSION}.%{ARCH}¥n' | grep 
compat-libstdc++

オペレーティングシステム
(OS)

パッケージ

SuSE SLES 10（32 ビット） compat

SuSE SLES 10（64 ビット） compat-32bit

オペレーティングシステム
(OS)

パッケージ

Red Hat 5（32 ビット） compat-libstdc++-296, compat-libstdc++-33

Red Hat 5（64 ビット） compat-libstdc++-296, 
compat-libstdc++-33 -<Version>.i386

SuSE SLES 10（32 ビット） compat-libstdc++

SuSE SLES 10（64 ビット） compat-libstdc++-32bit

SuSE SLES 11（32 ビット） libstdc++33

SuSE SLES 11（64 ビット） libstdc++33-32bit
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3.6  必要条件

● net-snmp パッケージ

このパッケージをインストールする必要があります。ディストリビュー
ションのオンラインアップグレードサポート、あるいは Red Hat Linux の
CD-ROM からご利用いただけます。このパッケージでは、監視対象サー
バー上で SNMP エージェントと通信を行う SNMP デーモンが提供されま
す。

以下のコマンドでインストールされているかどうか確認できます。

rpm -q net-snmp

● Java Runtime Environment

以下のコマンドでインストールされているかどうか確認できます。

rpm -q jre

Sun Java Runtime Environment 用パッケージを、ServerView Suite DVD 1
からインストールします。

Ê ServerView Suite DVD 1 をドライブに入れます。

Ê 端末を開き、マウントされたディレクトリに切り替えます。

Ê 「SVSSoftware」→「Software」→「Other_Tools」→「Java」→
「Linux」ディレクトリに切り替えます。

Ê Linux 用パッケージを以下のコマンドで解凍します。

sh jre-<version>-linux-i586-rpm.bin

Ê ライセンス同意書に同意します。

Ê 解凍した rpm ファイルをインストールします。

I 管理用サーバを管理コンソールとしても使用している場合、Java 
プラグインを有効にしてください。
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● curl パッケージ

このパッケージは、ServerView Update Manager または ServerView 
Operations Manager 一式をインストールする場合にインストールします。

● gzip パッケージ

このパッケージは、定期的に作成されるデータベースのバックアップを圧
縮するのに必要です。

● 最小インストールに含まれているかどうかにかかわらず、以下のパッケー
ジも必要です。

オペレーティングシステム (OS) パッケージ

SuSE SLES 10（32 ビット） curl

SuSE SLES 10（64 ビット） curl-32bit 

SuSE SLES 11（32 ビット） libcurl4

SuSE SLES 11（64 ビット） libcurl4-32bit

Red Hat 5（32 ビット） curl

Red Hat 5（64 ビット） curl-<version>.i386 

オペレーティングシステム
(OS)

パッケージ

SuSE SLES 10 (32-bit) glibc, libgcc, zlib, openssl, termcap, libxml2, 
openssl, libtool

SuSE SLES 10 (64-bit) glibc, libgcc-32bit, zlib-32bit, openssl-32bit, 
termcap-32bit, libxml2-32bit, libtool-32bit

SuSE SLES 11 (32-bit) glibc, libgcc43, zlib, libopenssl0_9_8, 
termcap, libxml2, libltdl7

SuSE SLES 11 (64-bit) glibc-32bit, libgcc43-32bit, zlib-32bit, 
libopenssl0_9_8-32bit, libtool-32bit, 
termcap-32bit, libxml2-32bit, libltdl7-32bit

Red Hat 5（32 ビット） e2fsprogs, openssl , glibc, krb5-libs, libgcc, 
zlib, libtermcap, libxml2

Red Hat 5（64 ビット） e2fsprogs-32bit, openssl-32bit, glibc-32bit, 
krb5-libs-32bit, keyutils-libs-32bit, 
libtermcap-32bit, zlib-32bit, libgcc-32bit, 
libxml2-32bit
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以下のコマンドでインストールされているかどうか確認できます。

rpm -q <package_name>

Red Hat 64 ビットのアーキテクチャでは、以下のコマンドを使用します。

rpm -q --queryformat '%{Name}-%{VERSION}.%{ARCH}\n' 
<package_name>

32 ビットのバージョンは、拡張されたアーキテクチャ「i386」、「i586」、
「i686」のいずれかを実装しています。例：unixODBC-2.2.11.i386

● SELinux は無効にしてください。

● ルート／スーパーユーザアクセス

ServerView Operations Manager では、ユーザ「postgpls」が作成されま
す。「Postgpls」と「root」では、スーパーユーザアクセスが必要です。
ユーザ「postgpls」は、スーパーユーザでなければ呼び出すことができな
いため安全です。

管理コンソール

● Web ブラウザ (Linux)：Mozilla Firefox バージョン 2.0 以降

I Java プラグインは必ず有効にしてください。

Java プラグインを管理コンソールにインストールしていない場合、以下
の手順に従ってインストールします。

Ê 端末ウィンドウを開きます。

Ê ServerView Suite DVD 1 から Java Runtime システムをインストールし
ます。「Java Runtime」を参照してください。

Ê プラグイン用のリンクを設定します。

ブラウザのプラグインディレクトリを確認します。

– これは通常、以下のディレクトリになります。
/usr/lib/<browser_name>/plugins または
/opt/lib/<browser_name>/plugins

Red Hat 5（32 ビット） keyutils-libs-1.2.i386, libselinux-
1.33.4.i386, libsepol-1.15.2.i386

オペレーティングシステム
(OS)

パッケージ
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– ディレクトリの検索は、以下のコマンドで実行できます。

rpm -ql <browser_name> | grep plugins

– プラグインディレクトリに切り替えます。

cd <plugin_directory>

– プラグインのパス名を検索します。

rpm -ql jre | grep libjavaplugin_oji.so

I 2 つのファイル名が表示されます。Java 1.6.0 の場合、パス
名は以下のとおりです。

usr/java/jre1.6.0_<version>/plugin/i386/ns7

– リンクの設定を行います。

ln -s /usr/java/jre1.6.0_<Version>/plugin/i386
/ns7/libjavaplugin_oji.so libjavaplugin_oji.so

● Web ブラウザ (Windows)：Internet Explorer バージョン 6.0 以降、Mozilla 
Firefox バージョン 2.0 以降

● ディレクトリアクセス権

ディレクトリ /tmp は、すべてに対して読み取り / 書き込み / 実行権限を
持っている必要があります。

3.7 権限

インストールや設定を行うには、管理者権限が必要です。スーパーユーザの
「root」でサーバにログオンしてください。
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3.8 Operations Manager ソフトウェアのインス
トール

Operations Manager（Operations Manager、イベントマネージャ、および
アップデートマネージャ）と、データベース管理システム PostgreSQL は、
Linux 環境（SuSE と Red Hat）でインストールすることができます。

I Operations Manager バージョン 4.91 では、ServerView データベース
をリモートデータベースサーバにインストールすることができます。
詳細については、73 ページ の「リモートデータベースサーバの
ServerView データベース」の項の項を参照してください。

インストール中、以下のメッセージが表示されますが動作に影響はありませ
ん。

– warning: commands will be executed using /bin/sh
– warning: waiting to reestablish exclusive database lock

Operations Manager バージョン 4.71 では、スクリプトベースのインストー
ルと、パッケージマネージャ（SuSE の）YaST または（Red Hat の）YUM
を利用したインストールのいずれかをお選びいただけます。

インストールプロセスのログファイル（install.log または upgrade.log）は、
/var/log/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView ディレクトリに保存されていま
す。

I – 複数のバージョンの ServerView Operations Manager をお持ちの場
合は、必ず最新バージョンの ServerView Operations Manager をイ
ンストールしてください。

– ServerView Operations Manager のインストールには、ランレベル 
3 または ランレベル 5 を使用してください。 ランレベル 1（シング
ルモード）はサポートしていません。

– ServerView Linux エージェントと ServerView Operations Manager 
を同一サーバにインストールする場合、Operations Manager をイ
ンストールしてから ServerView Linux エージェントをインストール
すると、ServerView Operations Manager へのサーバの自動登録は
行われません。

システムを再起動するか、または次のコマンドを実行してくださ
い。

# /usr/bin/sv_services stop
# /usr/bin/sv_services start
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– ServerView Operations Manager を正常に動作させるには、
/etc/hosts の localhost 行の定義が必要です。   localhost 行の定義は削
除しないでください。

– ServerView 関連のファイルを編集 / 追加 / 削除すると、動作に影響
を及ぼす可能性があります。  このマニュアルに記載されている操作
以外のいかなる操作も絶対に行わないでください。

3.8.1 言語設定

Operations Manager の言語を設定できます。  したがって、次のことが可能で
す。

– -l | --lang オプションを指定して、スクリプトベースのインストールを呼び
出します。

– -q オプションを指定しないでスクリプトを呼び出すと、言語を問い合わせ
るためにメッセージが表示されます。 

– 設定ファイル globl.conf で、COM_APPL_LANG 変数を en または ja に設
定できます。
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3.8.2 スクリプトベースのインストール

インストールは、install.sh スクリプトを用いて行います。以下の手順に従い
ます。

Ê ServerView Suite DVD 1 をドライブにセットします。

Ê 端末を開き、マウントされたディレクトリに切り替えます。

Ê 「SVSSoftware」→「Software」→「ServerView」→「Linux」→
「ServerView_S2」ディレクトリに切り替えます。

Ê 以下のコマンドでインストールを開始します。

./install.sh <option>

I オプションを指定しない場合、Operations Manager ソフトウェア
一式は、デフォルトでインストールされます。

オプションについては、以下のように指定できます。

-OM 
Operations Manager のみがインストールされます。

-UM 
Operations Manager とアップデートマネージャ（V4.91 以降）がイン
ストールされます。

-l | --lang <en> | <ja>
ここで、インストールする言語（英語または日本語）を選択しま
す。

-EM 
イベントマネージャのみがインストールされます。

--base 
ServerViewBase パッケージがインストールされます。ServerView
データベースをリモートデータベースサーバにインストールする場
合は、このオプションを使用します。 詳細については、73 ペー
ジ の「リモートデータベースサーバの ServerView データベース」
の項を参照してください。

--remotedbserver | --RDBS 
SMAWPpgsq_SV パッケージと ServerViewDB パッケージがインス
トールされます。ServerView データベースをリモートデータベース
サーバにインストールする場合は、このオプションを使用します。
詳細については、73 ページ の「リモートデータベースサーバの
ServerView データベース」の項を参照してください。
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-q | --quiet
サイレントインストールが開始されます。

-f | --force
強制インストールが行われます。

I このオプションを設定すると、個々のパッケージのうちのい
ずれか 1 つのインストールができなくても、インストールが
続行されます。このオプションの使用には注意してくださ
い。

-i | --installdir <directory>
RPM パッケージが入っているディレクトリを指定できます。

例： 

-i <CD_root>/RPMS

-v | --verbose| --debug
インストール中、ログファイルに追加情報が書き込まれます。

--snmp-community <community>
デフォルトで、SNMP コミュニティが「public」に設定されます。
「public」以外に設定する場合は、コミュニティをここで指定するこ
とができます。

--ipaddr <IP_address>
デフォルトでは , 管理用サーバのローカル IP アドレス が最初に検
出されます。管理用サーバに複数の IP アド レスを使用している場
合は , 別の IP アドレスを設定できます。

--ipchangecheck [yes|no]
デフォルトでは、  ServerListService サービスにより、管理用サー
バの IP アドレスが変更されたかどうかチェックされます。
「no」を設定すると、この機能を無効にできます。デフォルト IP ア
ドレス以外の IP アドレスを指定した場合は、必ず「no」を設定し
てください。

I スクリプトを起動できない場合は、/bin/bash install.sh で呼び出してく
ださい。
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ディレクトリサーバのパラメータをさらに指定できます。
60 ページ の「構成パラメータの変更」の項を参照してください。

「q」を入力して、「yes」を選択して確定し、ライセンス表示を閉じます。 

引数として言語を指定しなかった場合は、次のダイアログが表示されます。

Which language?
Please enter en (for English) or ja (for Japanese):

目的の言語を入力します。

「--fqhostname」オプションまたは「-ipaddr」オプションを指定しなかった場
合、非サイレントインストールでは、次のダイアログが表示されます。

Fully-qualified hostname: xxx.yyy.zzz (あるいは xxx のみの場合もあり )
ok? (yes|no):
IP address:<IP address>
ok? (yes|no):

サーバの完全修飾名と IP アドレスは、自動的に決定されます。

インストール後にパラメータを変更する方法は、60 ページ の「構成パラ
メータの変更」の項に記載されています。
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3.8.3 YaST によるインストール

I YaST によるインストールは、SuSE SLES 11 ではサポートされていま
せん。

YaST（Yet another Setup Tool）は、SuSE Linux SLES 10 環境で使用できる
インストールおよび設定のためのツールで、グラフィカルユーザインター
フェースと、テキストベースのインターフェースを備えたコマンドラインイ
ンターフェースです。

– 「Application」→「YaST 」または「Control Center」→「YaST」 により、
グラフィカルユーザインターフェースを起動します。YaST Control Center
が起動します。

– テキストベースのインターフェースを起動するには、端末を開き、yast2
コマンドを入力します。このインターフェースでは、矢印キーまたはタブ
キーで操作することができます。文字を強調表示することで、
[ALT]+<Letter> により、直接選択できます。

以下では、SuSE Linux SLES 10 環境において、グラフィカルユーザインター
フェースを使用して、Operations Manager をインストールする方法を説明し
ます。

1. 次のように、インストールソースを設定します。

Ê YaST Control Center を起動します。

Ê 「Software」→「Installation Source」を選択します。
Configured Software Catalogs 画面が表示されます。

Ê 「Add」をクリックします。

Ê Media Type 画面で、「DVD」を有効にします。

Ê 「Next」をクリックします。

Ê 要求されたら、該当するデータボリュームを挿入します。

Ê ボリュームが検出されたら、表示された使用許諾契約に同意します。

Ê 「Finish」をクリックします。

Zenworks に関するメッセージと同様、表示された署名メッセージには、
すべて「Yes」で答えることができます。
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2. 以下の手順でインストールを開始します。

Ê YaST Control Center を起動します。

Ê 「Software Management」を選択します。

Ê 「Search」の下に、検査項目「the search item ServerView」と入力し
ます。

Ê 「Search」をクリックします。

Ê 利用可能な Operations Manager パッケージが表示されます。インス
トール用パッケージ（56 ページ の「インストールされた Operations 
Manager パッケージ」の項）を選択します。

リストから該当するパッケージを選択し、[+] ボタンをクリック、また
は、コンテキストメニューから「Install」を選択します。

Ê インストール中にアクションを要求した場合、対応するダイアログ
ボックスが開きます。該当するアクションを選択します。

I ServerView/Operations Manager、GlobalFlash/ アップデートマネー
ジャ、または RemoteView Management フロントエンドの旧バージョ
ンがインストールされている場合、YaSt によるインストールは中止さ
れます。54 ページ の「アップデートインストール」の項も参照して
ください。

設定の構成

インストール時に明示的に設定を構成したい、例えば特定のコミュニティや
IP アドレスなどを指定したい場合は、次の手順に従ってください。

Ê  ServerViewBase パッケージのみをインストールします。

Ê 目的に応じて、次のファイル内のパラメータを変更します。

/etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView/global.conf. 

次のパラメータを変更できます。

COM_IPAddress
管理用サーバの IP アドレスを指定します。

COM_IPCHANGECHECK=[yes|no]
ServerListService サービスによる、管理用サーバ の IP アドレスの
変更をチェックするかどうかを指定します。デフォルト値は 
「yes」です。
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COM_SNMP_COMMUNITY
デフォルトでは、SNMP コミュニティは「public」に設定されてい
ます。コミュニティが 「public」以外の場合は、実際に合わせて値
を設定します。

ディレクトリサービスの追加パラメータを指定できます。53 ペー
ジ の「設定ファイルのパラメータ」を参照してください。 

Ê その他のパッケージをすべてインストールします。

例

1. ServerViewBase パッケージを選択し、インストールします。

2. global.conf ファイルを修正します。

3. ServerViewOperationsManager パッケージを選択し、インストールしま
す。
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3.8.4 YUM によるインストール

YUM（Yellowdog Updater, Modified）は、Red Hat 用のパッケージ管理システ
ムで、RHEL 5 のディストリビューションの一部となっており、RHEL5 
Update 2 以外では使用できせん。

YUM はコマンドラインインターフェースを備えています。グラフィカルユー
ザインターフェース（kyum、yum extender など）を備えた、YUM 用のアド
オンプログラムもあります。

YUM でソフトウェアディレクトリを検出するには、ディレクトリをシステム
に認識させる必要があります。そのため、構成ファイル ServerView-yum-
dvd.repo が、ServerView Suite DVD 1 に格納されています。

ディレクトリを認識させるために、以下の手順に従います。

Ê ServerView Suite DVD 1 をセットします。

Ê マウントされたディレクトリに切り替えます。

Ê ディレクトリを認識させるには、以下のコマンドを入力します。

cp ServerView-yum-dvd.repo /etc/yum.repos.d

I 新しい ServerView Suite DVD 1 それぞれにこのコマンドを繰り返
し、構成ファイルのコンテンツを常に最新にしてください（例：
DVD のリポジトリ構造は変更される場合があります）。

自身で、このファイルを次の内容で作成することもできます。

いずれかのリポジトリにアクセスできないようにするには、「*.repo」 ファイ
ルをそのように編集し、「enabled=0」 を設定します。  予期しない結果が YUM 
によって生じた場合は、一度 yum clean all を実行してから、再試行してくだ
さい。

[ServerView]
name=ServerView Suite 5.00-04
baseurl=file:/media/OM_5.00-04/SVSSoftware/RPMS/
enabled=1
gpgcheck=0
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その後、YUM よりインストールを開始できます。以下の手順に従います。

Ê すでにインストール済みの Operations Manager パッケージ、あるいは、
ServerView Suite DVD 1 のディレクトリに入っている利用可能なパッケー
ジを表示するには、以下のコマンドを入力します。

yum search ServerView

以下のコマンドを使用すると、パッケージの概要が表示されます。

yum list 'ServerView*’ ’AlarmService*’ ’SMAWPpgsq*’

Ê インストールするには、以下のコマンドを入力します。

yum install <package>

56 ページ の「インストールされた Operations Manager パッケージ」の
項 に利用可能なパッケージが記載されています。

YUM ではキャッシュを使用します。最新の Operations Manager を DVD1 か
らインストールする場合、キャッシュを手動で削除してください。

I 注意 :

YUM を用いてインストールする場合、ServerView/Operations 
Manager（4.71 以前）、 GlobalFlash/ アップデートマネージャ（4.71 以
前）、リモートビュー マネージメントフロントエンド（4.07 以前）の
旧バージョンはアンインストールされます。54 ページ の「アップ
デートインストール」の項を参照してください。
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設定の構成

インストール時に明示的に設定を構成したい、例えば特定のコミュニティや
IP アドレスなどを指定したい場合は、次の手順に従ってください。

Ê 最初に、 ServerViewBase パッケージのみをインストールします。

Ê 目的に応じて、次のファイル内のパラメータを変更します。

/etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView/global.conf. 

次のパラメータを変更できます。

COM_IPAddress
管理用サーバの IP アドレスを指定します。

COM_IPCHANGECHECK=[yes|no]
ServerListService サービスによる、管理用サーバ の IP アドレスの
変更をチェックするかどうかを指定します。デフォルト値は 
「yes」です。

COM_SNMP_COMMUNITY
デフォルトでは、SNMP コミュニティは「public」に設定されてい
ます。実際のコミュニティが 「public」以外の場合、実際に合わせ
て値を設定します。

ディレクトリサービスの追加パラメータを指定できます。53 ペー
ジ の「設定ファイルのパラメータ」を参照してください。 

Ê その他のパッケージをすべてインストールします。

例

1. ServerViewBase パッケージを選択し、インストールします。

2. global.conf ファイルを修正します。

3. ServerViewOperationsManager パッケージを選択し、インストールし
ます。
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3.8.5 ディレクトリサービスのパラメータ

ServerView Operations Manager バージョン 5.0 では、認証のための情報を格
納するディレクトリサービスを使用します。

デフォルトでは、Operations Manager は自身のディレクトリサービスである 
OpenDS をインストールします。 OpenDS の代わりに、ユーザ自身のディレ
クトリサービスを使用することもできます。 Microsoft Active Directory Service 
の使用がサポートされています。

Operations Manager のインストール時に、ディレクトリサービスのパラメー
タをさらに指定できます。

install.sh スクリプトを使用したインストール

2 つの方法から選択できます。  つまり、ダイアログを起動するか、コマンド
ラインですべてのパラメータを指定します。 

ダイアログの起動

デフォルトでは、ダイアログは表示されません。 コマンドラインでオプショ
ンを指定すると、起動されます。

install.sh -d|--ds-dialog

これにより、ディレクトリサービスのパラメータを入力するためのダイアロ
グが起動します。  ダイアログは次のようなものです。

Specify parameters for directory service:
Currently only Active Directory is supported).
Host?: 
Port?:
SSL (yes|no; recommended: yes)?:
Base DN?:
User Search Base (e.g. CN=Users)?:
User?:
Password?:

パラメータごとに、次のように入力を確定する必要があります。

Host?: xxxxx
Host specified: xxxxx , ok? (yes|no): no
Host?: xxxxxy
Host specified: xxxxxy, ok? (yes|no): yes

次に、以下のパラメータが表示されます。
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コマンドラインインターフェース

コマンドラインインターフェースを使用して、次のパラメータを指定できま
す。

install.sh --ds-host <hostname> --ds-port <port>  
           --ds-ssl <yes|no> --ds-basedn <dn>  
          --ds-user <username> --ds-password <password> 
          --ds-base <base>  --ds-user-searchbase <searchbase>

--ds-host <hostname>
ディレクトリサービスが動作しているサーバの完全修飾名。

--ds-port <port>
ディレクトリサービスにアクセスするために使用されるポート番号。 
デフォルトでは、ポート 636 が使用されます。

--ds-ssl <yes | no>
デフォルトは「yes」です。

--ds-basedn <dn>
LDAP ディレクトリツリーの最高位レベル。

--ds-user <username>
データへの読み取りアクセスのユーザ ID。 このユーザ ID は、基本的な
読み取り権のみを持っている必要があります。

--ds-password <password>
読み取りアクセスのパスワード。

--ds-user-searchbase <searchbase>
ディレクトリサーバ内のユーザ検索の開始点。
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YaST または YUM を使用したインストール

次の手順が必要です。

1. ServerViewBase パッケージをインストールします。

2. /etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView/global.conf ファイルのパラメータ
を変更します。

COM_DS_SERVER   #opends or ads
COM_DS_HOST
COM_DS_PORT
COM_DS_SSL #yes|no
COM_DS_BASE_DN
COM_DS_USER
COM_DS_PASSWD 
COM_DS_USER_SEARCHBASE

パラメータの説明は、53 ページ の「設定ファイルのパラメータ」を参照
してください。

3. 他のすべてのパッケージをインストールします。
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設定ファイルのパラメータ

ディレクトリサービスの /etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView/global.conf ファ
イルの以下のパラメータを変更できます。 

COM_DS_Server
ディレクトリサービスタイプ : Active Directory Service または OpenDS 
（値 : opends または ad）

COM_DS_HOST
ディレクトリサービスが動作しているサーバの完全修飾名。

COM_DS_PORT
ディレクトリサービスにアクセスするために使用されるポート番号。 
デフォルトでは、ポート 636 が使用されます。

COM_DS_SSL
このパラメータは、データ転送を保護するためにデフォルトで有効に
なります。  SSL 暗号化を使用せずにディレクトリサービスを使用する
ことは推奨されません。

COM_DS_BASE_DN
LDAP ディレクトリツリーの最高位レベル。

COM_DS_USER
データへの読み取りアクセスのユーザ ID。  このユーザ ID は、基本的な
読み取り権のみを持っている必要があります。

COM_DS_PASSWORD
読み取りアクセスのパスワード。

COM_DS_USER_SEARCHBASE
ディレクトリサーバ内のユーザ検索の開始点。
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3.8.6 アップデートインストール

I – アップデートインストールは、Operations Manager バージョン 
4.92 でのみサポートされています。

– Operations Manager バージョン 4.71 では、YaST または YUM を使
用したアップグレードインストールを行うこともできます。

– 4.90 以前のバージョンからバージョン 4.90 への更新は、YaST ま
たは Yast では行えません。 install.sh スクリプトを使用してくださ
い。 インストール済みのバージョン 4.90 は、YaST または YUM で
更新できます。

Operations Manager バージョン 4.92 からのアップグレードインストールは、
次の手順に従います。

1. 顧客のデータを保存します。

2. ServerView Operations Manager をアンインストールします。

3. 保存したデータをリストアするとともに、ServerView Operations 
Manager をインストールします。

このアップグレードのログファイルは、
/var/log/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView ディレクトリの uninstall.log と 
install.log になります。  その他のアップグレードについては、プロセスは 
upgrade.log に記録されます。

アップグレードインストールの場合、Postgresql 構成ファイルである
postgresql.conf、pg_hba.conf、pg_ident.conf に対するユーザ固有の変更が引き
継がれることはありませんので、これらの変更を再度行う必要があります。

アップグレードプロセスのログファイル（upgrade.log）は、
/var/log/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView ディレクトリに保存されていま
す。

ServerView のリモートデータベース使用時にアップデートインストールを行
う方法については、79 ページ の「アップデートインストール」の項に記載
されています。
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スクリプトベースのアップグレード

アップグレードインストールは、install.sh スクリプトで行います。以下の手
順に従います。

Ê ServerView Suite DVD 1 をドライブにセットします。

Ê 端末を開き、マウントされたディレクトリに切り替えます。

Ê 「SVSLocalTools」→「Japanese」→「Svmanage」→「LinuxSVOM」
ディレクトリに切り替えます。

Ê 以下のコマンドでインストールを開始します。

./install.sh <option>

I オプションを指定しない場合、Operations Manager は、デフォル
トの状態でアップデートされます。

指定可能なオプションについては、41 ページ の「スクリプトベースのイ
ンストール」の項を参照してください。

YaST によるアップグレード

Operations Manager バージョン 4.71 では、Yast によるアップグレードイン
ストールもでき、通常のインストールと同様です。詳細は、44 ページ の

「YaST によるインストール」の項を参照してください。

I Operations Manager バージョン 5.00 以前のバージョンからバージョン 
5.00 への更新は、YaST では行えません。

YUM によるアップグレード

Operations Manager バージョン 4.91 では、通常のインストールと同様、
YUM によるアップグレードインストールも可能です。詳細は、47 ページ の

「YUM によるインストール」の項を参照してください。

I Operations Manager バージョン 5.00 以前のバージョンからバージョン 
5.00 への更新は、Yum では行えません。
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3.8.7 インストールされた Operations Manager パッケー
ジ

インストール可能なパッケージは、ServerView Suite DVD 1 の
SVSLocalTools/Japanese/Svmanage/LinuxSVOM/RPMS ディレクトリ内に格
納されています。 インストールにより、以下の rpm パッケージがインストー
ルされます。

ServerViewBase
Operations Manager 用の構成ファイルと、Operations Manager 固有の
Web サーバインスタンスです。

ServerViewPostgresql
PostgreSQL データベースサーバ用のパッケージ。Operations Manager
バージョン 4.71 とそれ以降のバージョンには、別の PostgreSQL デー
タベースサーバーが搭載されています。

I ServerViewPostgresql パッケージでは、PostgreSQL 用に
「postgpls」と呼ばれるユーザが設定されます。データベースプ
ロセスは、このユーザ上で実行されます。このユーザは、
ServerViewPostgresql ファイルの所有者であり、スーパーユーザ
アクセスが必要です。SMAWPpgsq_SV で起動した PostgreSQL
データベースサーバは、TCP/IP ポート 9212 を使用します。

ServerViewDB
ServerView データベース用のパッケージです。

ServerViewJBoss
JBoss Web サーバ用のパッケージです。

ServerViewJBossCommon
JBoss Web サーバを使用するための一般的な機能を持つパッケージで
す。

ServerViewCommon
Operations Manager とイベントマネージャで使用するライブラリとファ
イルです。

ServerView_S2
アップデートマネージャとイベントマネージャはインストールせずに
Operations Manager をインストールするためのパッケージです。

ServerViewUpdateManager
アップデートマネージャをインストールするためのパッケージです。
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ServerViewOperationsManager
他のパッケージに対する依存性を含む仮想パッケージです。このパッ
ケージを YaST または YUM から選択した場合、該当する依存関係が自
動的に実行されます。

ServerViewConnectorService
Operations Manager にリモート接続するためのパッケージです。

I ServerViewBase、ServerViewPostgresql、 ServerViewDB、ServerViewJBoss、 
ServerViewJBossCommon、ServerViewCommon の各パッケージは、常にイ
ンストールされます。

デフォルトでは、データベース管理システムを含む Operations 
Manager 一式がインストールされます。データベース管理システム
は、デフォルトでは /opt/fujitsu/ServerViewSuite/pgsql ディレクトリにイ
ンストールされます。

3.9 Operations Manager ソフトウェアのアンイ
ンストール

Web コンポーネントをアンインストールした後に、このコンポーネントの旧
バージョンをインストールする場合、あらかじめキャッシュをすべて削除し
ておく必要があります。

Operations Manager のこのバージョンでは、YUM によるアンインストール
はサポートされていません。

ServerView のリモートデータベースを使用したアンインストールの方法につ
いては、80 ページ の「アンインストール」の項に記載されています。

I データベースのバックアップファイルは、
/var/fujitsu/ServerViewSuite/ServerViewDB ディレクトリにあります。必要
のないファイルはすべて削除してください。
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3.9.1 スクリプトベースのアンインストール

UninstallServerView.sh スクリプトを用いて、ソフトウェアをアンインストー
ルします。このスクリプトは、
/opt/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView/scripts および /usr/bin ディレクトリ
にあります。

デフォルトでは、データベース管理システムを含む Operations Manager 一式
がアンインストールされます。

構文

UninstallServerView.sh <option>

option ( オプション ) として、以下を指定できます。

-OM
Operations Manager がアンインストールされます。アップデートマネー
ジャ もアンインストールされます。

-UM
アップデートマネージャのみがアンインストールされます。

-EM
イベントマネージャのみがアンインストールされます。

-v | --verbose | --debug
ログファイルに追加情報が書き込まれます。

-f | --force
アンインストールを強制します。

I このオプションが設定されていると、個々のパッケージのいず
れか 1 つがアンインストールに失敗しても、アンインストール
が続行されます。 

-q | --quiet
コンソール出力が生成されません。
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3.9.2 YaST によるアンインストール

以下の手順でアンインストールを開始します。

Ê YaST Control Center を起動します。

Ê 「Software Management」を選択します。

Ê 「Search」の下に、検索項目「ServerView」と入力します。

Ê 「Search」をクリックします。

Ê インストールされた Operations Manager パッケージが表示されます。アン
インストールするパッケージを選択します。詳細については、56 ペー
ジ の「インストールされた Operations Manager パッケージ」の項を参照
してください。

リストから該当するパッケージを選択し、[-] ボタンをクリック、または、
コンテキストメニューから「Delete」を選択します。パッケージは 1 つま
たはすべて選択できます。

Operations Manager 一式をアンインストールするには、ServerViewBase
パッケージおよび ServerViewConnectorService パッケージを選択します。
ダイアログボックスに、これらのパッケージに依存するパッケージが表示
されます。アンインストールするパッケージを確定してください。
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3.10 構成パラメータの変更

中央管理用サーバの完全修飾ホスト名または IP アドレスが変わった場合は、
ChangeComputerDetails.sh コマンドを呼び出して、ServerView Operations 
Manager を設定し直すことができます。

ServerView Operations Manager によって使用されているディレクトリサービ
スを変更したい場合は、ChangeComputerDetails.sh を呼び出して変更できま
す。

ChangeComputerDetails.sh コマンドは、 
/opt/fujitsu/ServerViewSuite/svom/ServerView/Tools ディレクトリにあります。

Active Directory サービスの完全修飾ホスト名、IP アドレス、または Active 
Directory サービスのパラメータ以外のパラメータを変更する場合は、次の手
順に従います。

ServerView Operations Manager の構成パラメータは、
/etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView/global.conf ファイルに保存されてい
ます。構成パラメータの変更が必要な場合には、注意して行ってください。

（SNMP コミュニティの変更や COM_SNMP_COMMUNITY パラメータの変
更を目的とした）構成パラメータの変更は、インストール中またはインス
トール後に行うことができます。

– インストール中の変更

以下の手順に従います。

Ê ServerViewBase パッケージをインストールします。

sh install.sh --base

Ê viなどで /etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView/global.confファイルを
編集します。

Ê 他のすべてのパッケージをインストールします。

sh install.sh

部分的にインストールする場合、該当するオプション -OM
（Operations Manager）、-UM（アップデートマネージャ）または -EM 
（イベントマネージャ）を追加します。
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– インストール後の変更

以下の手順に従います。

Ê ServerView サービスをすべて停止します。

/usr/bin/sv_services stop

Ê viなどで /etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView/global.confファイルを
編集します。

Ê 再設定します。

/usr/bin/configure-ServerView.sh

Ê ServerView サービスをすべて起動します。

/usr/bin/sv_services start

SNMP コミュニティを変更した場合、以下のスクリプトを実行してくだ
さい。

/opt/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView/scripts/configure/SVD
BClient.sh

COM_IPAddress または COM_IPCHANGECHECK パラメータを変更した場
合は、次のスクリプトも実行する必要があります。

PACKAGE=ServerViewCommon; /usr/bin/configure-ServerView.sh

I 両方とも同じ行に入力してください。

I YaST または YUM を使用してパッケージをインストールすることもで
きます。 まず ServerViewBase  パッケージをインストールしてから、変
更を行います。 その後、ServerViewOperationsManager パッケージをイン
ストールします。部分的にインストールする場合は、イベントマネー
ジャまたは Operations Manager のいずれか該当するパッケージをイン
ストールします。
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3.11 詳細情報

インストール後、PostgreSQL についての説明は以下のディレクトリに置か
れます。 

/opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/share/doc
/opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/share/man

PostgreSQL について詳しくは、以下のサイトをご覧ください。

http://www.postgresql.org

http://www.postgresql.org


Installation under Linux  63

3.12  トラブルシューティング

3.12 トラブルシューティング

3.12.1 パッケージの削除に失敗する

Operations Manager パッケージをアンインストールできないことがあります。
各種パッケージの依存性により、以下の順番でアンインストールする必要が
あります。

1. ServerViewOperationsManager
2. ServerViewUpdateManager
3. ServerView_S2
4. ServerViewEventManager
5. ServerViewCommon
6. ServerViewJBossCommon
7. ServerViewJBoss
8. ServerViewDB
9. ServerViewPostgresql
10.ServerViewBase
11. ServerViewConnectorService （ただしこのパッケージは、Server View エー

ジェントがインストールされていると、必要とされる場合があります。） 

以下のコマンドを使用して、アンインストールするパッケージに依存してい
る他のパッケージがあるかどうか確認することができます。

rpm -q --whatrequires <package>

依存パッケージがある場合、以下のコマンドを用いて、まずこれらのパッ
ケージをアンインストールします。

rpm -e <package>

エラーメッセージが出る場合、以下のコマンドを用いて、パッケージをアン
インストールします。

rpm -e --noscripts <package>
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3.12.2 システムのクリーンアップ

インストール／アンインストールプロセスが、最後まで実行されないことが
あります。

これによりいくつかのパッケージがシステムに残る場合があります。これら
のパッケージをシステムから消去するには、まず依存パッケージをすべてア
ンインストールしてから、問題のあるパッケージをアンインストールします

（63 ページ の「パッケージの削除に失敗する」の項を参照）。

その後、以下のディレクトリを削除してください。

– /etc/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql
– /etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView
– /opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql
– /opt/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView
– /opt/fujitsu/ServerViewSuite/ServerViewDB
– /opt/fujitsu/ServerViewSuite/UpdateManager
– /opt/fujitsu/ServerViewSuite/jboss
– /opt/fujitsu/ServerViewSuite/opends
– /opt/fujitsu/ServerViewSuite/svcommon
– /opt/fujitsu/ServerViewSuite/svom
– /opt/fujitsu/ServerViewSuite/web

I これによって、アーカイブおよび定期アーカイブの削除と、タスク
のエクスポートも行われる場合があります。 

– /usr/bin/UninstallServerView.sh
– /usr/bin/setServerViewEnviron*

以下のディレクトリには、インストールおよびアンインストール用のログ
ファイルが入っています。 これらのファイルは保存しておくことができます。

– /var/log/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView
– /var/log/fujitsu/ServerViewSuite/ServerViewDB
– /var/log/fujitsu/ServerViewSuite/jboss
– /var/log/fujitsu/ServerViewSuite/vme
– /var/fujitsu/ServerViewSuite/ServerViewDB （このファイルが必要かどうか判

断してください。）
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3.12.3 PostgreSQL サーバが起動しない

/opt/SMAWPlus/pgsql/.initlog ファイルとサーバログファイル
/opt/SMAWPlus/pgsql/data/serverlog にエラーメッセージが含まれていないか確
認します。

– /opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/pgsql ディレクトリの .initlog ファイル
とサーバログファイル serverlog にエラーメッセージが含まれているかど
うか確認します。

– /tmp ディレクトリが、すべてに対して読み取り / 書き込み / 実行権限を
持っているかどうか確認します。

– 次のコマンドを実行して、古い PostgreSQL サーバが動作していないこと
を確認します。

ps ax | grep -i postgres

古い PostgreSQL プロセスが動作している場合は、停止を試行してくださ
い。 何をしても停止しない場合は、kill コマンドでプロセスを終了してか
ら、 /tmp/.s.PGSQL.9212.* ファイルを削除します。 

– 古い PostgreSQL プロセスが動作していない場合は、 
/tmp/.s.PGSQL.9212.* ファイルがないかどうか確認します。 あった場合は、
削除します。 

3.12.4 インストールがうまくいかない

– 「which: no java ...」というメッセージが表示されてインストールスクリプ
トが停止した場合は、パス変数に Java のパスを入力します。

例

java が /opt/fujitsu/ServerViewSuite/jre1.6.0-18/bin ディレクトリにある
場合は、export PATH=$PATH:/opt/fujitsu/ServerViewSuite/jre1.6.0-
18/bin を実行してから、インストールスクリプトを実行します。

– ServerViewDB のインストールに失敗した場合は、PostgreSQL が動作し
ているかどうか確認します。  動作していない場合は、65 ページ の
「PostgreSQL サーバが起動しない」の項に記載されている手順を実行し
てください。
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3.12.5 ServerView Operations Manager がデータベース
サーバに接続できない

ServerView Operations Manager がデータベースに接続できない場合、
/opt/fujitsu/ServerViewSuite/web/cgi-bin/ServerView/common/SVDBServer.log ファイ
ルや /opt/fujitsu/ServerViewSuite/web/cgi-bin/ServerView/common/SVDBTrace*.log
ファイルの中から該当するメッセージを検索します。

/etc/hosts ファイルに、IP アドレスが「127.0.0.1」の localhost のエントリが
あるかどうか確認します。

3.12.6 PAM 構成が有効なシステム

– インストールの失敗、またはデータベースのバックアップ失敗

– システムの更新

PAM（Pluggable Authentication Modules：プラグ可能認証モジュール）が有
効な状態で OS を更新した後、ServerView Operations Manager が動作しなく
なる場合があります。

この場合は、PAM 構成を確認します。ユーザ「postgpls」と「root」をスー
パーユーザで呼び出すことができるかどうかを確認します。
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ServerView Operations Manager V4.5 以降では、ServerView データベースに
代わって、SQL データベースが使用されます。Linux 環境においては、デー
タベース管理システム PostgreSQL が使用されていますが、Operations 
Manager では同梱されている、PostgreSQL を使用します。Operations 
Manager のインストール時に ServerViewPostgresql パッケージによってイン
ストールされます。

4.1 構成ファイル

● /opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/pgsql/data ディレクトリには、
PostgreSQL 用に以下の構成ファイルが格納されています。

– postgresql.conf
このファイルには、ServerView データベースへのアクセスを許可され
たユーザの最大数、使用されるポート番号（デフォルトポート：
9212）、インストールパスを含む、個々のオプションのデフォルト値が
設定されています。

– pg_hba.conf
このファイルには、データベースへのアクセス許可について定義され
ています。ログオンを許可されたシステム、各システムに対するアク
セス許可に加え、どのシステムがどのデータベースにアクセスできる
かが指定されています。

アップグレードインストールでは、これらの各ファイルの最新状況は、
/var/fujitsu/ServerViewSuite/ServerViewDB ディレクトリに保存されます。
これらのファイルの全履歴は、/etc/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql 
ディレクトリに保存されます。

PostgreSQL の説明の中の設定に関する詳細説明は、次のディレクトリに
あります。

/opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/pgsql/share/doc
/opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/pgsql/share/man

● /etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView ディレクトリには、構成ファイル
global.conf があり、グローバル設定が定義されています。このファイルは
ServerViewBase パッケージのインストール中に作成されます。 
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4.2 pgAdmin3 の構成例

データベースの管理を行う場合、Windows 環境では pgAdmin3 を使用するこ
とができます。Windows システムから、ServerView データベースのデータ
にアクセスできるようにするには、構成ファイルの各種設定を行う必要があ
ります。 

postgresql.conf

構成ファイルでは、listen_addresses のエントリにより、PostgreSQL データ
ベースサーバへのアクセス許可がローカルサーバのみ、またはリモートサー
バの指定ができます。このエントリは、あらかじめ localhost が設定されてい
ます。Operations Manager を使用する場合、リモートシステムからもアクセ
スが可能のため、この設定で十分です。

pgAdmin3 を用いて、リモートシステムから ServerView データベースのデー
タにアクセスするには、listen_addresses=’*’ を指定してください。

pg_hba.conf

IP1 行においては、次のように、ServerView データベースにアクセスできる
システムを入力します。 

# IP1: allow all users on the client <Client IP address> 
host all postgpls <IP address/network> <Access method>

IP アドレス／ネットワーク
CIDR 表記で IP アドレスとネットマスクを指定します。例えば、
172.20.143.89/32 は 1 つのシステムを意味しますが、 172.20.143.0/24 は
ネットワーク内の全システム（172.20.143）がデータベースにアクセス
できることを意味します。

アクセス方法
認証を「trust」と指定します。
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4.3 ServerView データベースの管理

Linux 環境で ServerView データベースを管理する場合、以下のツールをご利
用いただけます。

– psql ツール

CLI は、提供されるデータベース管理システム PostgreSQL の一部です。
ServerView データベースはデータベースユーザ svuser の下でセットアッ
プされます。
以下でツールが起動できます : 

/opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/pgsql/bin/psql
-p 9212 -U svuser -d ServerViewDB

– pgAdmin3

PostgreSQL を管理するためのグラフィカルツールです。このツールは
http://www.pgadmin.org/download で入手可能です。 

pgAdmin3 についての説明は、http://www.pgadmin.org/docs/ をご覧くださ
い。

I PostgreSQL の管理には pgAdmin3 （Windows 専用）を使用できま
す。このソフトウェアは http://www.pgadmin.org からダウンロード
できます。バージョン 1.8.x をご使用ください。

このバージョンを使用して、ServerView データベースを管理する
場合、インストール後、データベース管理システム PostgreSQL に
おいて適切なアクセス設定を行う必要があります。詳細について
は、 68 ページの「pgAdmin3 の構成例」の項を参照してください。

postgpls または svuser を接続ダイアログに入力します。構成例の中で該当
するエントリを調整してください。 

– phpPgAdmin

PostgreSQL を管理するための Web ベースのグラフィカルツールです。
このツールは http://phppgadmin.sourceforge.net で入手可能です。

http://www.pgadmin.org/download
http://www.pgadmin.org/download
http://www.pgadmin.org/docs/
http://www.pgadmin.org
http://phppgadmin.sourceforge.net
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4.4 ServerView データベースのバックアップ

デフォルトでは、ServerView データベースは、1 週間に 1 回の割り合いで、
1 日に 1 回バックアップされます。

定期的なバックアップに関するこれらの設定は、/etc/cron.d/pg_CrontabEntry
に含まれており、crontab コマンドで調整することができます。

pg_dump コマンドはバックアップに使用します。その後、作成されたバック
アップファイルは、gzip プログラムで圧縮されます。

デフォルトでは、ServerView データベースは /opt ディレクトリにインストー
ルされます。データベース管理システムを異なるディレクトリにインストー
ルした場合、crontab テーブルのバックアップパスも調整してください。

また、ディスクエラーが発生してもバックアップが行えるよう、ServerView
データベースの保存は外部媒体にしてください。バックアップは定期的に
行ってください。これには、tar、cpio、backup など、アーカイブプログラム
を使用します。ServerView データベースのバックアップは、
/var/fujitsu/ServerViewSuite/ServerViewDB/backup ディレクトリに保存され
ます。
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4.5 ServerView データベースの修復

エラーが発生した場合、バックアップから ServerView データベースを修復す
ることができます。エラーが発生したデータベースを修復前に削除しないで
ください。

バックアップファイルは、/var/fujitsu/ServerViewSuite/ServerViewDB/backup
ディレクトリに入っています。

ServerView データベースをバックアップからリストアするには、次の手順に
従います。

1. ServerView サービスを停止します。

/usr/bin/sv_services stop

2. 定期バックアップを無効化します。

mv /etc/cron.d/pg_CrontabEntry /tmp

3. ServerView データベースをインポートします。

gzip -cd 
/var/fujitsu/ServerViewSuite/ServerViewDB/backup/ServerViewDB
_<type>.gz | 
/opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/pgsql/bin/psql 
-p 9212 -d ServerViewDB -U svuser

<type> には、バックアップタイプ（週次または日次）を入力します。

Week_<week number>
<week number> は、週次バックアップを行う週の数です。

Monday, ..., Sunday
日次バックアップの平日です。

4. 定期バックアップを有効化します。

mv /tmp/pg_CrontabEntry /etc/cron.d

5. ServerView サービスを開始します。

/usr/bin/sv_services start
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4.6 ServerView データベースのエクスポート／
インポート

診断のためにサービスセンターに送信する場合など、pg_dump コマンドを使
用して ServerView データベースをエクスポートできます。バックアップファ
イルには、データベースのユーザデータ、スクリプト、SQL 文が含まれま
す。

データベースをエクスポートするには、以下のように pg_dump コマンドを
使用します。

/opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/pgsql/bin/pg_dump 
-p 9212 -U svuser ServerViewDB --clean | gzip > 
<directory>/ServerViewDB_<name>.gz

<directory>
データベースバックアップのディレクトリ。

<name>
バックアップのユーザ識別子のオプションの仕様。

ServerView データベースを動作中にインポートするには、次の手順に従いま
す。

1. ServerView サービスを停止します。

/usr/bin/sv_services stop

2. ServerView データベースをインポートします。

gzip -cd 
/var/fujitsu/ServerViewSuite/ServerViewDB/backup/ServerViewDB
_<type>.gz | 
/opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/pgsql/bin/psql 
-p 9212 -d ServerViewDB -U svuser

3. ServerView サービスを開始します。

/usr/bin/sv_services start
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4.7 リモートデータベースサーバの ServerView
データベース

ServerView Operations Manager バージョン 4.80 では、ServerView デー
タベースをリモートデータベースサーバにインストールできます。以下の各
項では、リモートデータベースサーバおよび管理用サーバ へのインストー
ル、更新インストール、アンインストールに必要な手順について説明します。

4.7.1 スクリプトベースのインストール

リモートデータベースサーバへのインストール

リモートデータベースサーバの場合、以下の手順を行います。

1. 以下のコマンドで、ServerViewBase パッケージをインストールします。

./install.sh --base

2. ServerViewBase パッケージをインストールする場合、構成ファイル
global.conf も /etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView ディレクトリにイン
ストールされます。

このファイルを開き、以下のエントリに管理用サーバの IP アドレスを入
力します。

export COM_CMS_SERVER="127.0.0.1"

例 :

export COM_CMS_SERVER="111.22.33.44"

3. 以下のコマンドを用いて、必要な追加パッケージをインストールします。

./install.sh --remotedbserver

または

./install.sh --RDBS

ServerViewPostgresql パッケージと ServerViewDB パッケージがインス
トールされます。ServerView データベースは、ServerViewDB パッケージ
のインストール中に作成されるのではなく、管理用サーバ でインストー
ルが行われている場合に限り作成されます。
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管理用サーバ へのインストール

管理用サーバの場合、以下の手順を行います。

1. 以下のコマンドで、ServerViewBase パッケージをインストールします。

./install.sh --base

2. ServerViewBase パッケージをインストールする場合、構成ファイル
global.conf も /etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView ディレクトリにイン
ストールされます。

このファイルを開き、以下のエントリにリモートデータベースサーバの
IP アドレスを入力します。

export COM_DB_SERVER="127.0.0.1"

例 :

export COM_DB_SERVER="111.22.33.77"

3. 以下のコマンドを用いて、必要な追加パッケージをインストールします。

./install.sh 

オプションを指定しない場合、すべてのパッケージがインストールされま
す。詳細については、56 ページの「インストールされた Operations 
Manager パッケージ」の項を参照してください。パッケージを個別にイ
ンストールする場合、該当するオプションを指定してください。詳細につ
いては、41 ページの「スクリプトベースのインストール」の項を参照し
てください。

ServerViewDB パッケージのインストール中、ServerView データベース
は、リモートデータベースサーバで作成されます。
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4.7.2 YaST によるインストール

リモートデータベースサーバへのインストール

リモートデータベースサーバの場合、以下の手順を行います。

1. インストールソースを設定し、名前および／または記述に「ServerView」
が含まれているパッケージを検索します。

2. ServerViewBase パッケージを選択し、インストールします。

3. ServerViewBase パッケージをインストールする場合、構成ファイル
global.conf も /etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView ディレクトリにイン
ストールされます。

このファイルを開き、以下のエントリに管理用サーバの IP アドレスを入
力します。

export COM_CMS_SERVER="127.0.0.1"

例 .:

export COM_CMS_SERVER="111.22.33.44"

4. ServerViewDB パッケージを選択し、追加パッケージをインストールしま
す。

ServerViewPostgresql と ServerViewDB パッケージがインストールされま
す。ServerView データベースは、ServerViewDB パッケージのインストー
ル中に作成されるのではなく、管理用サーバでインストールが行われてい
る場合に限り作成されます。
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管理用サーバへのインストール

管理用サーバの場合、以下の手順を行います。

1. インストールソースを設定し、名前および記述に「ServerView」が含まれ
ているパッケージを検索します。

2.  ServerViewBase パッケージを選択し、インストールします。

3. ServerViewBase パッケージをインストールする場合、構成ファイル
global.conf も /etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView ディレクトリにイン
ストールされます。

このファイルを開き、以下のエントリにリモートデータベースサーバの
IP アドレスを入力します。

export COM_DB_SERVER="127.0.0.1"

例 :

export COM_DB_SERVER="111.22.33.77"

4. ServerViewOperationsManager パッケージを選択し、追加パッケージを
インストールします。

すべてのパッケージがインストールされます。詳細については、56 ペー
ジの「インストールされた Operations Manager パッケージ」の項を参照
してください。パッケージを個別にインストールする場合、該当するパッ
ケージを選択してください。詳細については、 41 ページの「スクリプト
ベースのインストール」の項を参照してください。

ServerViewDB パッケージのインストール中、ServerView データベース
は、リモートデータベースサーバで作成されます。
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4.7.3 YUM によるインストール

リモートデータベースサーバへのインストール

リモートデータベースサーバの場合、以下の手順を行います。

1. ソフトウェアディレクトリを指定します。

2. 以下のコマンドで、ServerViewBase パッケージをインストールします。

yum install ServerViewBase

3. ServerViewBase パッケージをインストールする場合、構成ファイル
global.conf も /etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView ディレクトリにイン
ストールされます。

このファイルを開き、以下のエントリに管理用サーバの IP アドレスを入
力します。

export COM_CMS_SERVER="127.0.0.1"

例 :

export COM_CMS_SERVER="111.22.33.44"

4. 以下のコマンドを用いて、必要な追加パッケージをインストールします。

yum install ServerViewDB

ServerViewPostgresql と ServerViewDB パッケージがインストールされま
す。 ServerView データベース自体は、ServerViewDB パッケージのイン
ストール中に作成されるのではなく、管理用サーバでインストールが行わ
れている場合に限り作成されます。
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管理用サーバ へのインストール

管理用サーバ の場合、以下の手順を行います。

1. ソフトウェアディレクトリを指定します。

2. 以下のコマンドで、ServerViewBase パッケージをインストールします。

yum install ServerViewBase

3. ServerViewBase パッケージをインストールする場合、構成ファイル
global.conf も /etc/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView ディレクトリにイン
ストールされます。

このファイルを開き、以下のエントリにリモートデータベースサーバの
IP アドレスを入力します。

export COM_DB_SERVER="127.0.0.1"

例 :

export COM_DB_SERVER="111.22.33.77"

4. 以下のコマンドを用いて、必要な追加パッケージをインストールします。

yum install ServerViewOperationsManager

すべてのパッケージがインストールされます。詳細については、 56 ページ
の「インストールされた Operations Manager パッケージ」の項を参照し
てください。パッケージを個別にインストールする場合、該当するパッ
ケージを選択してください。詳細については、47 ページの「YUM による
インストール」の項を参照してください。

ServerViewDB パッケージのインストール中、ServerView データベース
は、リモートデータベースサーバで作成されます。
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4.7.4 アップデートインストール

アップデートインストールを開始する前に、管理用サーバの ServerView の全
サービスを停止してください。以下のコマンドを入力すると停止します。

/usr/bin/sv_services stop

スクリプトベースのアップデートインストール

1. ServerView データベースをリモートデータベースサーバにアップデート
インストールするには、以下のコマンドを入力します。

./install.sh --remotedbserver

または

./install.sh --RDBS

2. 以下のコマンドでサービスを起動します。

/usr/bin/sv_services start

管理用サーバにアップデートインストールするには、以下のコマンドを入
力します。

./insthall.sh

これで、Operations Manager ソフトウェアがすべてアップデートされま
す。個々のコンポーネントをアップデートインストールする場合は、該当
するオプションを指定します。詳細については、41 ページの「スクリプ
トベースのインストール」の項を参照してください。

YaST によるアップデートインストール

1. ServerView データベースをリモートデータベースサーバにアップデート
インストールするには、ServerViewDB パッケージを選択し、インストー
ルします。

2. 管理用サーバにアップデートインストールするには、
ServerViewOperationsManager パッケージを選択します。

これで、Operations Manager ソフトウェアがすべてアップデートされま
す。個々のコンポーネントをアップデートインストールする場合は、該当
するパッケージ名を選択します。詳細については 44 ページの「YaST に
よるインストール」の項を参照してください。
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YUM によるアップデートインストール

1. ServerView データベースをリモートデータベースサーバにアップデート
インストールするには、以下のコマンドを入力します。

yum install ServerViewDB

2. 管理用サーバにアップデートインストールするには、以下のコマンドを入
力します。

yum install ServerViewOperationsManager

これで、Operations Manager ソフトウェアがすべてアップデートされま
す。個々のコンポーネントをアップデートインストールする場合は、該当
するパッケージ名を選択します。詳細については、47 ページの「YUM に
よるインストール」の項を参照してください。

4.7.5 アンインストール

アンインストールする場合は、まず管理用サーバの Operations Manager ソフ
トウェアをアンインストールし、次にリモートデータベースサーバの
ServerView データベースをアンインストールします。

アンインストールについては、57 ページの「Operations Manager ソフト
ウェアのアンインストール」の項に記載されています。

4.7.6 ServerView データベースのバックアップ

デフォルトでは、リモートデータベースサーバの ServerView データベース
は、毎日バックアップされます。また、管理用サーバでも 1 日 1 回バック
アップされます。

ServerView データベースのバックアップは、
/var/fujitsu/ServerViewSuite/ServerViewDB/backup ディレクトリに保存され
ます。
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4.7.7 データベースサーバの切り替え

ローカルデータベースサーバからリモートデータベースサーバへの切り替え

リモートデータベースサーバを前項で説明されているとおりインストールし
ます。管理用サーバで、次のコマンドを実行します。

change-DB.sh --remote <IP address of the remote server>

リモートデータベースサーバからローカルデータベースサーバへの切り替え

管理用サーバで、次のコマンドを実行します。

change-DB.sh --local

データベースサーバを切り替えたら、元のリモートデータベースサーバにあ
る Operation Manager をアンインストールできます。
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4.8 エラー診断

4.8.1 unixODBC Manager

Operations Manager ソフトウェアとデータベース管理システム PostgreSQL
は、unixODBC Manager がインストールされていなければ、インストールす
ることはできません。（32 ページの「必要条件」の項参照 )

4.8.2 インストール／アンインストール中のエラー

インストール

インストールプロセスは、ログファイルにログインされます。デバッグ情報
を受け取るには、install.sh にオプション -v を指定します。

インストール中にエラーが発生した場合、そのエラーが表示され、これまで
のアクションがすべて取り消されます。データベース管理システム
PostgreSQL のログファイルが以下に保存されます。

– /opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql /pgsql/initlog
– /opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql /pgsql/data/serverlog 
– /var/log/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView/install.log
– /var/log/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView/upgrade.log
– /var/log/fujitsu/ServerViewSuite/ServerViewDB/ServerView_Debug/

ServerViewError.log
– /var/log/fujitsu/ServerViewSuite/jboss/jboss.log

ログファイル /opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/pgsql/data/pg_log/*.log
を用いてエラーを解決できる場合は、インストールを再開できます。

インストール後に JBoss の起動、または Web サーバへのアクセスができない
場合は、/opt/fujitsu/ServerViewSuite/jboss/jboss.log ファイルを用いて診断を
行える場合があります。

エラーを解決できない場合、診断のため、上に記載したログファイルをサー
ビスセンターに送信します。

問題点の診断により不要となった場合、 古いフ ァ イルは、
/opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/pgsql/data/pg_log ディレクトリから削
除することができます。
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アンインストール

アンインストールプロセスは、
/var/log/fujitsu/ServerViewSuite/ServerView/uninstall.log ファイルにログイン
されます。

4.8.3 ServerView データベースのアンインストール 

ServerView データベースがブロックされた場合、ServerView データベース
とデータベース管理プログラムをアンインストールすることはできません。
この問題を解決するには、PostgreSQL（PostgreSQL 管理用プログラムな
ど）にアクセスできる外部プログラムをすべて停止します。

4.8.4 システムの動作が遅い

使用中のシステムの動作が遅いと判断した場合、ServerView データベースの
索引を再構築することができます。 これは、REINDEX コマンドを使用して行
われます。このコマンドの説明は、以下のディレクトリに格納されている 
PostgreSQL ドキュメントに記載されています。

/opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/pgsql/share/doc
/opt/fujitsu/ServerViewSuite/Postgresql/pgsql/share/man

4.8.5 PostgreSQL の状態の確認

データベース管理システムの状態を確認しなければならない場合、 以下のコ
マンド を使用します。

/etc/init.d/sv_postgresql status
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4.8.6 PostgreSQL の起動と停止

データベース管理システムを手動で停止または起動したり、すでに作動中の
データベース管理システムを再起動する場合、以下のコマンドを使用します。

PostgreSQL の起動

/etc/init.d/sv_postgresql start

PostgreSQL の停止

/etc/init.d/sv_postgresql stop

SuSe SLES 10 における起動の問題は、以下の手順で解決できます。

Ê スタートメニューから YaST を起動します。

Ê 「System」を選択し、「Run-Level Editor」をクリックします。

「Run-Level Editor: Services」画面が表示されます。

Ê 「Expert Mode」を選択します。

Ê リストから「sv_postgresql」サービスを選択します。

Ê 「Service will be installed in following run levels:」においては、レベル 3 と 5
を有効にします。

Ê 「Set/Reset」をクリックし、「Enable the service」を選択します。

Ê 設定を保存し、「Finish」をクリックします。

Red Hat システムの場合、「Menu」→「システム設定」→「サーバ設定」→
「サービス」において利用可能なプロダクト「ServiceConfiguration」を使用
してください。

実行中の PostgreSQL の再起動

/etc/init.d/sv_postgresql restart
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4.8.7 サービスの起動と停止

動作中の Operations Manager は、以下のサービスがご利用いただけます。

– /etc/init.d/sv_jboss
– /etc/init.d/sv_downloadd 
– /etc/init.d/sv_updated
– /etc/init.d/sv_inventoryd
– /etc/init.d/sv_fwdserver 
– /etc/init.d/sv_exportd 
– /etc/init.d/sv_archivd 
– /etc/init.d/sv_serverlistservice 
– /etc/init.d/sv_bmcservice 
– /etc/init.d/sv_vme 
– /etc/init.d/sv_DBServer
– /etc/init.d/sv_postgresql
– /etc/init.d/srvmagt_scs

全サービスの停止／起動／再起動

以下のコマンドを使用すると、すべてのサービスを停止、起動、再起動する
ことができます。

/usr/bin/sv_services [stop | start | restart]

追加オプションを指定すると、以下のサービスだけが停止します。

– /etc/init.d/sv_postgresql:  

-withPostgres
– /etc/init.d/sv_jboss:

 -withJBoss
– /etc/init.d/srvmagt_scs: 

-withSCS

サービスの個別停止

以下のコマンドを使用すると、上記の順で ServerView サービスは停止しま
す。

<Service> stop

以下のコマンドを使用すると、すべてのサービスが停止されたかどうか確認
できます。

ps ax | grep SV
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実行中のサービスは、 kill（kill -9）で終了することができます。子サービス
も、このコマンドで終了してください。 子サービスも、このコマンドを使用
して終了してください。

サービスの個別起動

<Service> start

サービスの起動は停止とは逆の順番で行います（上記リストを参照）。

4.8.8 Operations Manager の再起動

Linux システム動作中に Operations Manager を再起動することができます。
以下の手順で実施します。

/usr/bin/sv_services restart -withPostgres -withJBoss -withSCS

以下のサービスは、追加オプションを使用して開始されます。

– /etc/init.d/sv_postgresql:  

-withPostgres
– /etc/init.d/sv_jboss:

 -withJBoss
– /etc/init.d/srvmagt_scs: 

-withSCS
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4.9 負荷分散の変更

ServerView では、システム負荷または並列実行ジョブ数を変更することがで
きます。

以下のサービスでは、並列実行数を ini ファイルで定義できるジョブが開始さ
れます。

<scripts>: /opt/fujitsu/ServerViewSuite/web/cgi-bin directory

これらの各構成ファイルには、「GLOBALS」セクションに変数
「ConcurrentJobsAllowed」があります。ここで与えられた番号は、開始され
る並列実行ジョブの数を示しています。

例

すべてのサーバに対してアーカイブの採取を有効とします。管理可能な
100 台のサーバがサーバリストに記載されます。SVArchiveServer.ini にお
いて、ConcurrentJobsAllowed を 30 と設定した場合、常時最大 30 台の
サーバが同時にアーカイブが採取されます。ジョブを開始した 30 台の
サーバのうち、1 台のアーカイブの採取が終了すると、別のサーバのアー
カイブの採取が開始されます。これは、100 台のサーバすべてのアーカイ
ブの採取が終了するまで繰り返されます。

「ConcurrentJobsAllowed」 に対する現在のデフォルト値は、以下のとおりで
す。

ArchiveService <scripts>/ServerView/SnmpArchive/SVArchiveServer.ini
DownloadService <scripts>/ServerView/Download/DownloadServer.ini
ExportService <scripts>/ServerView/SnmpExport/ExportServer.ini
InventoryService <scripts>/ServerView/SnmpInventory/SVInventoryServer.i

ni

SVArchiveServer.ini 30
DownloadServer.ini 30
ExportServer.ini 100
SVInventoryServer.ini 30
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I 1.「ConcurrentJobsAllowed」の数を変更する前に

「ConcurrentJobsAllowed」の数を変更する前に、各サービスのジョ
ブで実行されているものがないことを確認してください。 
「ArchiveService」、 「DownloadService」、「ExportService」 の場合、
これはタブ設定の各 GUI で確認することができます。タスクの状
態を表す青色の矢印が表示されている場合、サーバに対してジョブ
が実行されていることを意味します。

「InventoryService」 の場合、SnmpInventory という名のプロセスが
実行されているかどうかをプロセスリストで確認してください。
Linux では、ps コマンドでプロセスリストを表示することができま
す。

2. 並列実行ジョブ数を削減することによる効果

並列実行ジョブ数を削減すると、以下の 2 つの効果があります。シ
ステム負荷が軽減される一方で、サーバグループの処理で必要とさ
れるジョブ時間が増加します。
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5 富士通テクノロジー・ソリュー
ションズ
エンドユーザーソフトウェア使用
許諾契約書

1. 本契約書の主題

1.1 本契約書においては “本ソフトウェア” は、富士通テクノロジー・ソ
リューションズのソフトウェア製品データシートにオブジェクトコード、
バージョン、仕様が記載されているソフトウェアを意味します。

本ソフトウェアは、機械可読命令、印刷された文書類、使用を許諾された関
連マテリアルからなります。 

1.2 本ソフトウェアを御使用になる前にこの契約書を注意してお読みくださ
い。 本契約書のライセンス条件に同意されない場合、ユーザーは本ソフト
ウェアの使用を許可されませんので、必ず本ソフトウェアのすべてのコピー
とすべての付属品目を購入証明書とともに直ちにライセンサー / サブライセ
ンサー ( 富士通テクノロジー・ソリューションズかまたはユーザーに本ソフ
トウェアを提供した再販業者 ) に返送してください。代金を全額返却いたし
ます。 

1.3 本ソフトウェアの使用には、該当するライセンス料の適正な支払いを必要
とします。 本ソフトウェアを使用することで、ユーザーは本契約書の条件に
拘束されることに同意したことになります。 

1.4 富士通テクノロジー・ソリューションズは、ソフトウェア海賊行為への対
策として、将来いつでも、追加のソフトウェアライセンスキーやライセンス
証明書を付加する権利を保有します。  

1.5 サードパーティーソフトウェアサプライヤーからのソフトウェアコンポー
ネントで納品品目に含まれているものは、別個のライセンス契約の対象とな
ります。そのライセンス契約書は本ソフトウェアに付属しているか、お求め
があれば富士通テクノロジー・ソリューションズが伝送します。

2. エンドユーザーライセンス 

2.1 富士通テクノロジー・ソリューションズは、ユーザーに対し、購入された
ライセンス口数に相当するワークステーションで本ソフトウェアを使用する
非独占的かつ譲渡不能のライセンスを付与します。 追加のライセンスを購入
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されない限り、最大ライセンス口数を超えるワークステーションで、または
指定のタイプを超えるハードウェアで、本ソフトウェアを操作することを許
されません。 

アーカイビング目的で本ソフトウェアのバックアップコピーを作成すること
は許されます。ただし、本ソフトウェアのコピーまたは部分コピーに著作権
表示その他の所有権情報を正しく表示することが必要です。 

2.2 本ソフトウェアをコピー、修正、または頒布してはいけません。 さらに、
本ソフトウェアのリコンパイル、リエンジニアリング、変換、改訂、コンパ
イル、修正を行ってはいけません。 ユーザーは本ソフトウェアを対応する
ハードウェアを売ることなくサブライセンスしてはならず、また本ソフト
ウェアを譲渡、賃貸、リース、あるいは移転してはなりません。ただし本契
約書により明示的に許可されている場合、または強制的法規による場合を除
きます。 

2.3 本ソフトウェアをプログラム・アップグレードとして取得された場合は、
旧ソフトウェアバージョン使用のライセンスは、本ソフトウェアのアップグ
レードバージョンのインストールとともに自動的に終了します。 旧ソフト
ウェアバージョンの一部分をアップグレードバージョンに置き換えた場合は、
旧ソフトウェアバージョンの残余部分も置き換えられるかまたは他の形で非
活動化、またはシャットダウンされるまで、旧ソフトウェアバージョンのラ
イセンスは引き続き有効です。 

2.4 富士通テクノロジー・ソリューションズの対応するソフトウェアデータ
シートで特に指定されている場合を除き、あるソフトウェアバージョンまた
はリリースに対するライセンスは、本ソフトウェアの新たなリリース ( アッ
プデート )、新たなバージョン ( アップグレード ) またはテクニカルサポート
サービスに対する権利を付与しません。 補足サポート契約およびメンテナン
スサービスは、新たなリリース、新たなバージョン、追加のテクニカルサ
ポートサービスを含めるかまたは含めずに、直接に富士通テクノロジー・ソ
リューションズから、または認可ソフトウェア再販業者から、別途購入する
ことができます。

3. ダウンロード

富士通テクノロジー・ソリューションズよりネットワークまたは類似の頒布
経路を通じて提供されたソフトウェアについては、次の追加条件が適用され
ます。 

富士通テクノロジー・ソリューションズよりダウンロードのために提供され
た製品はすべて選定され、利用可能にされ、また － サードパーティーより供
給された場合は － 修正なしに提供されています。 ただし最新バージョンを確
認することと、ダウンロードするマテリアルのユーザー自身の目的に対する
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使用性と御使用のシステム上での使用性を確認することは、ユーザーの全面
的責任です。 本ソフトウェアはユーザー自身のリスクでダウンロードしてく
ださい。 富士通テクノロジー・ソリューションズは責任を負わず、特に伝送
エラーやダウンロードプロセスの間に発生する問題 ( 回線故障、接続遮断、
サーバ故障、データ破損など ) については一切責任を負いません。 

富士通テクノロジー・ソリューションズのウェブサイトは、富士通テクノロ
ジー・ソリューションズが 1 か所以上のオフィスを置いている国のためにの
み運用、管理されています。 本ソフトウェアや文書類が上記の国々以外の場
所でも富士通テクノロジー・ソリューションズのウェブサイトからダウン
ロードできること、またはその可能性があることについて、富士通テクノロ
ジー・ソリューションズは責任を負いません。 ユーザーが国外から富士通テ
クノロジー・ソリューションズのウェブサイトにアクセスされる場合は、
ユーザーには現地の法規を順守する全面的責任があります。 富士通テクノロ
ジー・ソリューションズは、本ソフトウェアや文書類を富士通テクノロ
ジー・ソリューションズのウェブサイトからダウンロードすることが違法と
見なされている国において、そのようなダウンロードを行うことを明示的に
禁じます。 

4. 著作権

本ソフトウェア ( 本ソフトウェアの一部分を含む ) にかかわるすべての権利と
ライセンス ( 本使用許諾契約において明示的にユーザーに譲与されたものを
除く )、ならびにすべての所有権と使用権は、全面的に富士通テクノロジー・
ソリューションズかサードパーティーライセンサー、またはその両者の所有
にとどまります。 

本使用許諾契約はユーザーに対し、富士通テクノロジー・ソリューションズ
またはサードパーティーライセンサーのブランド、ロゴ、または商標を使用
する許可を与えるものではなく、ユーザーは富士通テクノロジー・ソリュー
ションズのブランド、ロゴ、または商標に紛らわしく類似した他のブランド
を使用することも許されません。 本ソフトウェアまたは富士通テクノロジー・
ソリューションズに関してブランド、ロゴ、または商標を使用するには、そ
のつど富士通テクノロジー・ソリューションズの明示的同意を必要とします。 

5. 本ソフトウェアが再販業者により販売・納入された場合の、ライセンサー
の保証および責任の否認 

ユーザーが本ソフトウェアを直接、認定再販業者 ( 以下 “再販業者” という ) 
から購入された場合は、本ソフトウェアをインストールし使用する権利は、
ライセンシーとしてのユーザーとそれぞれの再販業者との間で合意する追加
のソフトウェアライセンス条件に従うことがあります。 
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認定ソフトウェア再販売の場合はすべて、ソフトウェアは再販業者より直接
ライセンシーにサブライセンスされ、利用可能にされます。 その場合、富士
通テクノロジー・ソリューションズは、ソフトウェアライセンスの取得に関
する限り、ライセンシーであるユーザーと再販業者との間のソフトウェアラ
イセンス契約の契約当事者ではありません。 したがって、ソフトウェアライ
センスをめぐる法的請求は、再販業者との契約を基礎としてのみ主張するこ
とができます。 ただしいかなる場合も、ライセンシーに認められる使用許諾
の範囲は、本契約書の第 1、2、3、および 4 条に明記された使用許諾契約の
範囲を超えないものとします。  

強制的法規、特に賠償責任と保証を律する強制的法規で、エンドユーザー使
用許諾契約に関する規則に関連して、またライセンシーの再販業者に対する
請求権に関して免責され得ない法規に従うことを条件として、富士通テクノ
ロジー・ソリューションズは本契約書において本ソフトウェアに関する一切
の保証を否認します。 同じ理由により、富士通テクノロジー・ソリューショ
ンズは、サードパーティーの権利の侵害についての一切の賠償責任 / 請求、
またソフトウェアの市販性や特定目的への適合性に関する黙示的保証も否認
します。 この責任の否認は富士通テクノロジー・ソリューションズの故意ま
たは悪意ある行動に対しては適用されません。

本エンドユーザー使用許諾契約において、富士通テクノロジー・ソリュー
ションズは明示的・黙示的を問わずいかなる種類の保証も一切与えていませ
ん。 

6. シェアウェア、フリーウェア、オープンソースソフトウェア・コンポーネ
ントに関する責任の否認 

6.1 本ソフトウェアは、富士通テクノロジー・ソリューションズがサードパー
ティーから受け取ったフリーウェアまたはシェアウェアを含むことがありま
す。 富士通テクノロジー・ソリューションズはそうしたフリーウェアまたは
シェアウェアの使用に対しライセンス料を支払っていません。 したがって、
ライセンシーは当該フリーウェアまたはシェアウェアの使用に対しライセン
ス料を請求されません。 ユーザーは、富士通テクノロジー・ソリューション
ズがそれゆえこうしたフリーウェアまたはシェアウェア・コンポーネントに
関して保証を与えず、またそれぞれのフリーウェアまたはシェアウェアの所
有、頒布、使用に関連するいかなる賠償責任も引き受けないことを認め、受
け入れます。 

6.2 本ソフトウェアは、「オープンソースモデル」にしたがい開発され、多く
の場合 GPL (General Public License: http://www.gnu.org/copyleft/gpl.html) 条
件、または配布時にそれぞれのオープンソースコンポーネントに適用される
他の標準オープンソース使用許諾条件に基づき頒布されるオープンソースソ
フトウェアコンポーネントを含むことがあります。 ユーザーは、こうした
オープンソースソフトウェアコンポーネントの使用許諾が多くの場合上記の
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GPL 条件かまたは他の形でオープンソースソフトウェアコンポーネントに付
属している条件に準拠することを認め、受け入れます。 富士通テクノロジー・
ソリューションズは、提供したオープンソースソフトウェアコンポーネント
についてライセンス料もその他の報酬も受け取っていません。 富士通テクノ
ロジー・ソリューションズまたはサードパーティーがオープンソースソフト
ウェアコンポーネントに関連して何らかの報酬を受け取ると限るとき、それ
は多くの場合追加のデリバリーアイテムやサービスの対価として受け取るも
のです。 

オープンソースソフトウェアコンポーネントの開発及び頒布の特殊性にかん
がみ、富士通テクノロジー・ソリューションズはその種のコンポーネントに
ついて明示的・黙示的を問わず一切責任を負わず、またそのようなオープン
ソースソフトウェアコンポーネントについて、特に仕様不足、機能の欠如、
プログラミングエラー、その他の誤作動に関して、いかなる保証も免責され
るものとします。 

7. 賠償責任の一般的限定 

7.1 富士通テクノロジー・ソリューションズも同社のサプライヤーも、業務中
断、利益や売上の逸失、データ損失、または資本コストに由来または関連す
る損害を含め、いかなる派生的・間接的損害についても賠償責任を負いかね
ます。 富士通テクノロジー・ソリューションズと同社のサプライヤーは、本
ソフトウェアの保持、販売、使用または使用不能に由来する追加の付随的・
派生的費用、または他のいかなる種類の損失、費用、経費についても、賠償
責任を負いかねます。この場合、当該請求が保証を受ける権利、契約、不法
行為責任、または他の法的理論により主張されているかどうかはかかわりあ
りません。 

7.2 富士通テクノロジー・ソリューションズ側の、免責されていないか、強制
的法律のために完全には免責され得ない契約違反やその他の行為、または失
効の結果直接的損害が生じた場合、当該損害に対する富士通テクノロジー・
ソリューションズの賠償責任は  ¨250,000.00 に限定されます。 直接的損害に
対する他の一切の賠償責任は免責されるものとします。 富士通テクノロジー・
ソリューションズの軽微な過失の結果生じた損害は、適用法規の許容する範
囲まで免責されるものとします。  

7.3 本契約書による賠償責任の限定および免責は、富士通テクノロジー・ソ
リューションズが適用法規にしたがい義務的賠償責任を負い、かつ当該賠償
責任が最大額まで制限できない損害 ( 例えば、身体的損害、製造物責任や悪
意ある虚偽報告による損害 ) には適用されません。 
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8. 輸出管理 

そのコンポーネント、あるいはコンポーネントの性質または目的のために、
本ソフトウェアや付属する文書類の輸出は監督官庁による承認が必要となる
場合があります。 本ソフトウェアの輸出を意図している場合は、ユーザーは
関連する輸出管理法規を順守するために必要なすべての承認および許可を取
得しなければなりません。   

本ソフトウェアが核、化学、または生物兵器に関連して、またはミサイル技
術のために用いられると推定される理由がある場合には、本ソフトウェアを
輸出してはなりません。 さらにユーザーは、米国の適用輸出規制 ( 特に、
Table of Denial Orders/U.S. 輸出否認命令表、 Denied Persons Lists 輸出否認者
リスト (DPL)) 、E.U. の輸出規制 ( 特に EU Terrorist List テロリストリスト )、
またはドイツの輸出当局や他のいずれかの国の管轄当局より公布される該当
する警告に記載されている企業または人物に対し、本ソフトウェアを引き渡
してはならず、間接的に引き渡させてもなりません。  

ドイツ連邦共和国、欧州連合、アメリカ合衆国、または他の国々の適用輸出
規制への違反となる場合は、いかなる情況でも富士通テクノロジー・ソ
リューションズはソフトウェア、パッチ、アップデート、またはアップグ
レードを提供する義務も、ダウンロードその他の契約上の約定を遂行するた
めのソフトウェアを提供する義務も負いません。

本ソフトウェアまたはそのコピーを輸出または再輸出する場合、それは適用
輸出法規への違反、かつ本契約書の条件への重大な違反となる可能性があり
ます。 

 9. その他

9.1 本契約書のいずれかの条件または本契約書の条件に従う他の契約のいずれ
かの条件が ( 一部または全部 ) 無効もしくは強行不能と判明した場合、それ以
外のすべての条件の有効性は影響を受けません。ただし、法律の隙間を埋め
るべく適用可能な法律規則を適用しても、残余の契約条件を順守することが
いずれかの契約当事者にとって不当な困難となるであろう場合は、その限り
でありません。 

9.2 ユーザー / ライセンシーが支払期限の来たライセンス料を支払わないか、
ライセンシーが本使用許諾契約の必須条件を順守しない場合は、富士通テク
ノロジー・ソリューションズは、本使用許諾契約を解除する権利を有します。 
かかる契約解除の場合には、保有する本ソフトウェアのあらゆるコピーを直
ちに返却し、[ ソフトウェアコピーの ] 完全な返却または当該コピーの破棄を
文書で確認しなければなりません。  
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9.3 いずれかの当事者に義務の不順守があっても、その不順守がその当事者の
統御を超えた不可抗力による場合は、ユーザーも富士通テクノロジー・ソ
リューションズも当該不順守について責任または賠償責任を問われないもの
とします。 

9.4 これらの使用許諾条件のあらゆる変更や修正は、文書に作成される場合に
のみ有効とします。 

10. 準拠法

10.1 これらの使用許諾条件はドイツ連邦共和国の法律に準拠します。

10.2 万一第 10.1 条の規定が強行不能とされた場合には、これらの使用許諾条
件はユーザーが本ソフトウェアを取得した国の法律に準拠するものとします。
ただし次の国々は別とします。 1) オーストラリアでは、本使用許諾契約の条
件は、事業契約が締結されている州または主権領土の法律に準拠します。  2) 
アルバニア、アルメニア、ボスニア・ヘルツェゴビナ、ブルガリア、クロア
チア、チェコ共和国、グルジア、ハンガリー、カザフスタン、キルギス、マ
ケドニア旧ユーゴスラビア共和国 (FYROM)、モルダビア、ポーランド、ルー
マニア、ロシア、スロバキア、スロベニア、ウクライナ、およびユーゴスラ
ビア連邦共和国では、本使用許諾契約の条件はドイツ連邦共和国の法律に準
拠します。  3) 英国では、これらの使用許諾条件に関するすべての紛争は英国
法に準拠し、英国の裁判所が専属管轄権を有します。  4) カナダでは、本使用
許諾契約の条件はオンタリオ州法に準拠します。  5) アメリカ合衆国とプエル
トリコ、ならびに中華人民共和国では、本使用許諾契約の条件は米国、
ニューヨーク州の法律に準拠します。
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